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東京都卸売市場整備計画についての考察
一第1次から第4次まで一
菊　池　良　一
《論文要旨》
　本論文においては，農林水産省の「卸売市場整備基本方針」（第1～4次）の検討
とその基本方針を受け，策定・公表されてきた東京都の「卸売市場整備基本計画」
（第1～4次）の検討を行った。まず「卸売市場整備基本方針」についてみると，そ
の要である「市場の配置目標」についての内容は，第1次～3次まではほぼ変わり
なく，積極的な市場配置が求められている。しかし第4次になると，その目標を
「既存中央卸売市場の整備，地方卸売市場の大型化を基本」とするとし，配置目標
の対象を明確にするとともに，「経済，財政事情を勘察しつつ…行う」として，無
条件の積極的な整備からの転換を図った。このことは強化される方向にあった国の
卸売市場行政が一段落したこととも関係しているのではないかとも思われる。
　他方，東京都の「卸売市場整備計画」については，その要となっている「卸売市
場整備計画の基本方向」（第1次）並びに「卸売市場整備の基本的考え方」（第2次・
第3次）についてみると，中央卸売市場に対し，人口移動等の諸条件を考慮した上
での「市場の再配置」あるいは「適正な市場網の確立と市場機能の整備」を求あて
おり，地方卸売市場については，中央卸売市場の建設を考慮して，必要最小限の整
備が求められている。全体的にみて，第1次～3次までは積極的な市場の配置等が
求められているといえる。しかし，第4次になると，第2次及び第3次の「基本的
考え方」は，市場環境の変化を考慮して，「生鮮食料品等の変化と卸売市場のあり
方」というように変更された。そして既設中央卸売市場に関しては，「基幹施設の
整備がおおむね終了している」とし，また市場の新設についても，「基本的には中
央卸売市場を新設する必要は低下している」としているのである。更に地方卸売市
場（多摩地区青果）についても，「活力ある民営卸売市場を最大限活用することを
前提として市場配置を考える必要がある」としている。これらのことから卸売市場
の整備は一段落した形となっていることがわかる。ただし，市場環境の変化に対応
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した小規模な整備や一部都心型市場の整備については依然として推進することが求
あられている。以上のことから第4次の「整備計画」はそれまでのものとは，明ら
かに，異なった「整備計画」となっている。
　なお，今日からみると，市場外流通が展開する中で，市場強化のために行われて
きた一連の「整備計画」に関する評価の再検討が必要であるのではないかと思われ
る。
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はじめに
　「卸売市場整備基本方針」が定期的に中央卸売市場を管轄する農林水産省
より公表されている。これは昭和46年に制定された卸売市場法第4条第1
項および卸売市場法施行令第3条の規定により定められたものであり，その
公表は市場法第4条第4項の規定に基づきなされている。この基本方針は
10年先の市場流通を見通しながら概ね5年ごとに改められてきており，昭
和46年の第1次以来逐次公表され，本年においては，第9次基本方針が策
定され，既に公表されている。
　他方，卸売市場法第6条第1項では，各都道府県がそれぞれの「卸売市場
整備計画」を作成することを定めている。これに基づいて東京都においても
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「卸売市場整備計画」が策定されてきている。東京都では，この「卸売市場
整備計画」は以下の手1頂に従って策定されている。庁内において，まず「卸
売市場審議会」が設置され，専門委員が選出される。選出された委員は「卸
売市場の整備計画に関する事項等」について審議することになる。彼らは審
議会の結果を「卸売市場整備基本方針」として纏め，知事に答申をする。知
事はこの答申を受け，「卸売市場整備計画」を策定し，公表するという手順
である。
　ところで，農林水産省が公表する「卸売市場整備基本方針」と東京都の
「卸売市場整備計画」との関係であるが，農林水産省のそれは全国の卸売市
場を踏まえた方針であるのに対し，東京都のそれは都内市場に関する整備計
画ではある。だがしかし，東京都の整備計画は，農林水産省の基本方針の公
表を受け，それに対応する形で策定・公表されている。それゆえに両者の間
には，基本的な点において整合性がなければならないのである。「東京都卸
売市場整備計画」は昭和47年以来概ね5年ごとに公表され，現在第9次整
備計画が策定されつつある。
　本稿は「東京都卸売市場整備計画」を考察の対象としているが，上記の関
係から，まず農林水産省の「卸売市場整備基本方針」について考察し，その
上で本来の目的である「東京都卸売市場整備計画」がどのように展開されて
きたかについて考察していくことにしている。こうした手順を取るのは，国
の卸売市場整備行政との関連性の下に「東京都卸売市場整備計画」を考察す
ることが，東京都の市場整備行政の展開についてより深い理解が得られると
考えたからである。ただし，本稿では，主に市場の配置等の問題に限って論
じていくことにする。その理由は，「基本方針」及び「整備計画」双方とも
に，市場にとって重要な取引問題について触れているが，取引に関する問題
は法規制の問題と関わっており，その権限は農林水産省にあり，東京都独自
の取り組みは限られるからである。
　（313）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　153
　　　　　　　　　　　政経論叢　第80巻第3・4号
　なお，本稿はやや狼雑ではあるが，正確を期するため，
そのまま取りあげ検討している。
できる限り原文を
　1．第1次市場整備計画の検討
　（1）第1次卸売市場整備基本方針
　昭和55年度を目標年度として，昭和46年11月に公表された農林省の
「卸売市場整備基本方針」（第1次）の目次構成は以下の通りである。
第1　卸売市場の適正な配置の目標
　　1　中央卸売市場
　　2　地方卸売市場等（水産物産地市場を除く。）
　　3　水産物産地市場
第2　近代的な卸売市場の立地ならびに施設の種類，規模，配置および構
　　造に関する基本的指標
　　1　立地に関する事項
　　2　施設の種類に関する事項
　　3　施設の規模に関する事項
　　4　施設の配置に関する事項
　　5　施設の構造に関する事項
第3　取引および物品の積卸し，荷さばき，保管等の合理化に関する基本
　　的な事項
　　1　取引の合理化に関する事項
　　2　物品の積卸し，荷さばき，保管等の合理化に関する事項
第4　卸売業者の経営の近代化の目標
第5　その他
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　上記の目次構成についてみると，第1の「卸売市場の適正な配置の目標」
から第5の「その他」まであるが，ここでは論文の目的に従って第1の「卸
売市場の適正な配置の目標」について取り上げてみていくことにしよう。
　「適正な配置の目標」では，「卸売市場の配置に関しては，生鮮食料品等の
効率的，安定的な流通が確保され，かつ，他の卸売市場の機能との連けいを
保ちつつそれぞれの機能が十分に発揮されるよう，別記1の市場流通量の見
通しを勘案しつつ，次の事項に留意してその適正化を図るものとする」ωと
述べている。すなわち市場の適正な配置にとっては，まず「効率的，安定的
な流通の確保」がなされる必要があるとし，更にその上で，市場間の連携を
保ちながら市場機能を十分に発揮していくために，幾つかの点に留意して，
市場の配置を適正にしていかなければならないとしているのである。
　市場にとっては流通の効率と安定が重要であることはいつの時代において
も変わりないといえる。しかしここでは効率が安定の先に来ていることから，
この時代においては市場に対する効率が強く求められていたことがわかる。
また，一定地域内に複数の市場が存在するゆえに，流通効率や安定のために
は市場間の連携も重要になってくる。だからこそ各市場がその機能を十分に
発揮できるような市場の配置を行うことが強く求められることになるのであ
る。なお，そのためには，「流通量の見通しを勘案しつつ，次の事項に留意
し」とあるように，留意事項が重要となってくる。そこで，以下，「留意事
項」（中央卸売市場・地方卸売市場等（水産物産地市場を除く）・水産地市場
等に区分される）についてみていくことにしよう。
　中央卸売市場
　ここでの留意事項は項目（1＞～（6）まである。まず項目（1）として目標年度にお
ける取扱数量が示され，「目標年度における青果物の取扱数量が50，000トン
以上に，水産物を主たる取扱品目とする市場である場合は，…25，000トン以
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上に達することが見込まれること」としている。項目②では，「十分な集荷
販売能力を有し，主体的な価格形成および効率的な流通を確保する可能性を
もつ商業機能が存すること」とし，項目③では，「当該中央卸売市場を開設
しようとする地域において，人口の集中，道路等交通網の整備等都市形成の
進展がみられること」としている。項目（4）では，「当該中央卸売市場を開設
しようとする地域において，生鮮食料品等に対する需要の増加が見込まれる
とともに相当濃密な需要密度を有する一定の地域的な広がりが存するこ
と」②とし，項目⑤では，「食肉市場については，食肉の規格化の進展，冷と
体取引への移行の方向等に即応した価格形成市場として十全の機能を発揮し
得るよう大消費地域に配置すること」としている。そして最後に項目（6＞では，
「既設市場については，市場機能の高度化を図る観点から取扱数量の増大等
に対応して逐次市場施設の整備拡充に努め，とくに過密化の著しい市場につ
いては，必要に応じて，都市外縁部に計画的に新市場を配置すること」とし
ている。
　すなわちここでは市場の配置について，一定以上の取扱数量を目標として，
商業機能の存在や都市形成の進展等を背景に，需要の増加とその密度の広が
りを持つ地域に市場を新たに配置するとともに，更に既設市場については，
市場施設の整備拡充を求め，過密化市場については，必要に応じて市場の新
たな設立を求めているのである。
　地方卸売市場等（水産物産地市場を除く。）
　地方卸売市場についても，項目（1）～（6）まである。項目（1）として目標年度に
おける取扱数量が示され，「目標年度における青果物の取扱数量が原則とし
て7，000トン以上に，水産物を主たる取扱品目とする市場である場合には，
目標年度における水産物の取扱数量が原則として3，500トン以上に達するこ
とが見込まれること」としている。項目②では，「当該地方市場の供給圏内
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において，生鮮食料品等に対する相当程度の需要密度を有する一定の地域的
な広がりが存すること」③とし，項目（3）では，「当該地方卸売市場の施設の種
類，規模，配置および構造等からみて近代的な市場であってその流通圏が広
域性を有し地域流通の拠点となると見込まれるものについては，可能な限り，
公設のものとして配置すること」としている。項目（4）では，「中央卸売市場
開設区域内における地方卸売市場については，その開設区域内に配置するこ
とが当該区域内における生鮮食料品等の円滑な流通の確保を図るために必要
であると認められる場合に限り配置すること」とし，項目⑤では，「地方卸
売市場の規模に達しない卸売市場については，生鮮食料品等の流通の効率化
を図る観点から，極九地方卸売市場の規模に達するよう統合等による大型
化を推進すること」としている。そして最後に項目⑥では，「食肉を主たる
取引品目とする地方卸売市場については，地域における肉畜の生産事情，食
肉の規格化の進展，冷と体取引への移行の方向，食肉処理施設との関連に留
意のうえ，市場機能が十分に発揮しえるよう配置すること」④としている。
　すなわち地方卸売市場の配置については，一定の地域的な需要の広がりを
求めるとともに，流通拠点的な市場については，公設市場としての配置を求
めている。また中央卸売市場開設区域内の地方卸売市場については基本的に
閉鎖を求あ，地方卸売市場以下の規模の市場についてはその大型化による地
方卸売市場への転換を求めている。要するに，ここでは流通の効率と安定の
ために，市場の配置に際しては，一定的需要の広がりがその前提とされると
ともに，重要な市場についてはその公設化を求め，また小規模市場について
はその規模拡大を求めているのである。
　水産物産地市場
　ここでは，「漁業生産構造，地元加工工業の生産動向，輸送機能の整備状
況，漁港および港湾の整備計画等を勘案し，長期的展望に即して適切に配置
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すること。なお，花きを主たる取扱品目とする市場については，花きの需要
の増大傾向および花き産地の大型化に即応し，花きの取引の適正化とその生
産および流通の円滑化を図るため，市場機能を十分に発揮しうるよう計画的
に配置すること」〔5）としている。すなわち水産物市場については，長期展望
に立った市場の配置を，そして花き市場については，市場機能の十分な発揮
を求めた計画的な配置を求めている。
　以上見てきたように，本基本方針における「卸売市場の適正な配置の目標」
の内容は生鮮食料品等の流通が効率的，安定的に確保され，市場間の連携の
もとその機能が十分に発揮されるように市場の配置を適正化するというもの
である。その際の留意事項についても細かく見てきたが，本基本方針ではこ
れらの留意事項に基づいた市場の適正な配置を積極的に求めている。
②　第1次東京都卸売市場整備計画
　上記の「基本方針」の公表を受け，昭和55年度を目標年度とし，昭和47
年11月に公表された東京都の「卸売市場整備計画」（第1次）における目次
構成は以下の通りである。
1　目標年度
2　東京都卸売市場整備計画の基本方針
（1）中央卸売市場整備の計画
②　民営卸売市場整備の計画
3　流通事情のは握
（1）需要の現状とその見通し
②　供給の現状とその見通し
（3）卸売市場流通の現状とその見通し
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4　品目別流通圏の設定
5　卸売市場配置計画
6　卸売市場における取引および物品の積卸し，荷さばき管理等の合理
化に関する事項
7　その他
　上記の目次内容の内，本論文の目的である市場の配置等に関する重要項目
は2の「東京都卸売市場整備計画の基本方針」と5の「卸売市場配置計画」
である。そこでまず前者の「東京都卸売市場整備計画の基本方針」からみて
いくことにしよう。この基本方針は目次に見られるように，「中央卸売市場
整備の計画」と「民営卸売市場整備の計画」に分けられている。
　東京都卸売市場整備計画の基本方針
　中央卸売市場の整備計画
　ここでは，「東京都の中央卸売市場の取り扱う生鮮食料品は，人口の増加
と食生活の多様化等にともなって質量とも近年増加の一途をたどっている」
とし，生鮮食料品の取扱量の増加等を指摘し，そして「これに対応するため
市場施設に立体化等の整備を図ってきたが，既に過密の状態になり，効率的
な施設整備をする余地は少なく，市場配置そのものも社会経済情勢に適応で
きなくなっている」とし，変化に対応する努力をしてきたものの，現在の市
場では変化への対応が難しい状況にあることを指摘し，円滑な流通確保のた
めに，「周辺区部・三多摩地区の人口動態，需要の動向，道路交通条件等，
都市計画との整合性を考慮した市場の再配置が必要である」としている。す
なわち今後の市場整備としては，周辺区部と三多摩地区ともに都市計画との
整合性を持った市場の再配置を求めているのである。
　さらに，市場整備に関しては，生産出荷との観点から，生産出荷体制の大
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型化を背景に，「消費地の需要をなるべく集中できる市場」が望ましいとし
ながらも，大都市東京では「市場機能を集中させることは，局地的な交通発
生量の増大等都市機能を阻害する不利な面がある」とし，市場の再配置に関
しては，これらの点を勘案し，各種市場の特性に対応した措置を求めている。
　水産物については，「品揃え，鮮度の保持等の観点から分散させることは
好ましくなく，また，衛生設備，冷蔵庫等に巨額な投資を必要とするので，
なるべく集中させることが望ましい」（6）とし，分散ではなく市場の集中を求
めているのである。これに対して青果物については，「取扱量が大きく現物
取引の傾向が強いので分散配置することが望ましい」とし，集中よりも市場
の分散を求めている。食肉については，「中央卸売市場による流通のみなら
ず食肉センター，商社等による多元的な流通が行われているので，新たな市
場建設は見合わせ，現時点では，既存の食肉市場の整備を図っていく」とし
ている。すなわち市場外流通が多く，市場流通が限定されている食肉の市場
については既存市場の整備のみに留めている。花きについては，昭和48年
に中央卸売市場において花き部が認められるようになったため，東京都は新
たに昭和49年に「東京都卸売市場整備計画（花き）」を公表し，花きに関す
る整備計画を立てた。しかし，花きの卸売市場は総べて民営であるため，こ
こでは特に論ずることは無い。
　ところで，東京都における中央卸売市場の整備に関する重要な問題として
は，都心部に立地する築地と神田の整備問題がある。この点については，
「両市場は都心部に立地し，その取扱量が大きいため交通混雑・騒音・排気
ガス等の公害をまねき都市機能を大きく阻害している現状にあり，そのうえ
市場から出るゴミの処理・魚腸骨の処理等が公害問題を起こし，また下水処
理施設についてもその限界を超えている状況にある」とし，また労動力に関
しても，「労働力はますます逼迫し，これを確保することが非常に困難であ
り，人件費の上昇が流通コストを増嵩させる傾向もあるので，機械化・省力
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化の設備を導入した近代的な市場の建設が必要である」としている。そのた
めに，「住民地域と隔絶され，用地規模が大きく道路条件の良い大井の埋立
地に新市場を建設する」（7）としているのである。すなわち築地や神田市場の
機能の一部ないしは全部を大井市場に移転して都心立地型市場の問題の解決
を図ろうとしたのである。
　民営卸売市場の整備計画
　民営卸売市場についてみると，「施設整備計画については，中央卸売市場
の建設年次を考慮し必要最小限の整備にとどめる。なお，その計画を実施す
るに当たっては，開設者の財務事情・資金計画等を十分考慮し，東京都はこ
れに対し指導・助言・その他の必要な措置を十分に配慮するものとする」（8）
としている。すなわち中央卸売市場の整備を前提に，それとの関連の下に民
営市場の整備を進めていく必要があるため，最小限の整備計画にとどめ，そ
の計画の実施に際しては，東京都は指導や助言等を行うというに留めている
のである。
　なお，花きに関しては，昭和49年の「卸売市場整備計画（花き）」におい
て，都内に多数の民営卸売市場が存在する状況を踏まえて，「これらの民営
市場によって，全国の流通量の約三分の一が取り扱われている」とし，その
役割の重要性について指摘する一方，「都民の花き消費が家計支出に占める
比重は，毎年一定割合を占めているものの，野菜，果物などの生鮮食料品と
比べると低くなっている」とし，次のように述べている。「東京都としては，
当面，民営卸売市場を卸売市場法等に適合するよう措置するとともに，法の
目的達成に資するよう必要な指導等を行う。花き公設市場の設置については，
特に，都民の消費動向，流通の実態等を検討したうえで，適切な時期に行う
こととする」〔9）と。すなわち全国流通における重要性を指摘しつつも，家計
消費においては野菜や果実等よりも低く，それゆえに花きの小規模民営市場
については，まずは市場法に適合するよう措置するとともに，必要な指導等
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を行うとしている。また花き市場の公設化については，適切な時期に行うと
いうものである。
　以上の様な「卸売市場整備計画の基本方針」の内容を踏まえて，つぎに
「卸売市場配置計画」についてみていくことにしよう。ただし，「卸売市場配
置計画」とは，基本方針の内容に沿って具体化された配置計画である。それ
ゆえに内容は基本方針と同じであるが，具体性にその特徴がある。
　卸売市場配置計画
　卸売市場配置計画についてみてみると，生鮮食料品の東京都における流通
圏は23特別区流通圏と三多摩地区流通圏に分けられている。これに対して
花きの流通圏は都内全域となっている。そこで，このことを前提として23
特別区流通からみていくことにしよう。
　〔23特別区流通圏〕　水産物市場では，「既設市場については当面施設の立
体的整備を図り，新設市場については，築地・神田等の既設市場の機能分散
を積極的にはかるために大井市場の埋立地に近代的な総合市場を建設する」
としている。水産物市場では，既設市場の整備の問題もあるが，最も大きな
問題は築地の移転問題であり，青果物市場としての神田市場の移転に伴い，
青果物と水産物を合わせた近代的な総合市場を大井に建設しようとするもの
である。これは正に東京都における一大整備事業である。
　青果物市場に関しては，「既設市場については，当面施設の立体的整備を
図るとともに，周辺区部に分場を統合し，民営卸売市場の吸収を図る新市場
を建設する」としている。すなわち既設市場の整備とともに，分場の統合や
民営市場の吸収による新市場の設立を周辺部に求めているが，これは具体的
には，世田谷・調布・玉川の各分場並びに渋谷宮益青果市場等を含めた整理
統合等による世田谷市場の新設，葛飾・小松川・小岩の各分場の整理統合に
よる新江東市場の新設，王子・板橋の各分場の整理統合による板橋市場の新
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設，松原・杉並・練馬の各分場の整理統合による杉並・練馬市場の新設，そ
して更には北足立市場の新設などが計画されている。
　食肉市場については，「当面老朽化した施設の整備を図るが，と場を併設
しているため，都市構造の面から必ずしも適正な立地とは考えられないので，
その配置については将来移転等十分検討する必要がある」（1°）としており，当
面は既存施設の整備に重点を置くものの，将来については移転の可能性を指
摘している。従って東京都中央卸売市場食肉市場自体は当面1市場のままで
ある。
　生鮮食料品以外の花きの流通圏は既に述べたように，都内全域である。こ
うした中で，「鉢もの市場は区部周辺部に立地し，切花市場は区部に分散し
て存在する」とし，「当面，東京都を一つの流通圏として設定するものとす
る」（！1）と述べている。市場の整備計画については，「当分の間は，原則とし
て既設市場の整備により行う」（12）とし，小規模既設市場の整備を優先し，公
設市場の設置についてはまだ触れていない。
　〔三多摩地区流通圏〕　水産物市場に関しては，「民営卸売市場の吸収を前
提に中央卸売市場を1ヵ所建設する」とし，東京都中央卸売市場（仮称）国
立府中市場が計画されている。ただし，これは青果部との複合市場となって
いる。青果物市場については，「民営卸売市場の吸収を前提に中央卸売市場
を4ヶ所建設する」とし，東京都中央卸売市場（仮称）東久留米市場，（仮
称）多摩ニュータウン市場，（仮称）武蔵村山市場並びに前述の水産部も兼
ねる（仮称）国立府中市場の4市場の建設を求めている。食肉市場では，
「現在ある民営の立川食肉市場については地方卸売市場としての機能が発揮
できるよう指導する」（13）としているに留まっている。
　以上のように，本整備計画では，「卸売市場整備計画の基本方針」におい
て見られるように，中央卸売市場に対して，生鮮食料品等の流通円滑化を確
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保するために，人口動態等々を考慮した市場の再配置が必要であるとし，市
場の整備を積極的に求めている。他方，民営卸売市場については，中央卸売
市場化を求めつつも，その建設までは必要最小限の整備に留めるとしている
のである。全体としては，本整備計画においては積極的な整備の推進が求め
られているといえよう。
　2．第2次市場整備計画の検討
　（1）第2次卸売市場整備基本方針
　昭和60年度を目標年度として，昭和50年11月に公表された「卸売市場
整備基本方針」（第2次）の目次構成は以下の通りである。
第1　卸売市場の適正な配置の目標
　　1　中央卸売市場
　　2　地方卸売市場等（水産物産地市場を除く。）
　　3　水産物産地市場
第2　近代的な卸売市場の立地並びに施設の種類，規模，配置及び構造に
　　関する基本的指標
　　1　立地に関する事項
　　2　施設の種類に関する事項
　　3　施設の規模に関する事項
　　4　施設の配慮に関する事項
　　5　施設の構造に関する事項
第3　取引及び物品の積卸し，荷さばき，保管等の合理化に関する基本的
　　な事項
　　1　取引の合理化に関する事項
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　　2　物品の積卸し，荷さばき，保管等の合理化に関する事項
第4　卸売業者の経営の近代化の目標
第5　その他
　上記の目次構成は第1次整備基本方針のものと全く同じである。第1の
「卸売市場の適正な配置の目標」の内容についてみてみると，「卸売市場の配
置については，生鮮食料品等の効率的，安定的な流通が確保され，かつ，他
の卸売市場の機能との連携を保ちつつそれぞれの機能が十分発揮されるよう，
一市場流通量の見通しを勘案しつつ，次の事項に留意してその適正化を図る
ものとする」（14）としており，正に第1次基本方針のそれと同じである。ただ
し，留意事項についての変更点は以下の通りである。
　中央卸売市場
　中央卸売市場の項目（1）における目標年度の取扱数量は次のようになってい
る。すなわち，「青果物を主たる取扱品目とする市場である場合には，目標
年度における青果物の取扱数量が55，000トン以上に，水産物を主たる取扱
品目とする市場である場合には，目標年度における水産物の取扱数量が
28，000トン以上に，花きを主たる取扱品目とする市場である場合には，目標
年度における花きの取扱数量が3，000万本以上に達することが見込まれるこ
と」｛15）としている。これらの数字が異なるのは目標年度が異なるから当然の
ことである。なお，本基本方針から花きも一緒に検討されることになった。
　地方卸売市場等（水産物産地市場を除く。）
　地方卸売市場に関する箇所では2つの点において相違がある。一つはやは
り項目（1）の目標年度における取扱数量の変更である。すなわち，「青果物を
主たる取扱品目とする市場である場合には，目標年度における青果物の取扱
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数量が原則として8，000トン以上に，水産物を主たる取扱品目とする市場で
ある場合には，目標年度における水産物の取扱数量が原則として4，000トン
以上に，花きを主たる取扱品目とする市場である場合には，目標年度におけ
る花きの取扱数量が原則として400万本以上に達することが見込まれるこ
と」（16）となった。もう一つは第1次では無かった既設地方卸売市場に関する
追加部分の存在である。すなわち，項目（7）として，「既設地方卸売市場につ
いては，市場機能の拡充を図る観点から，実情に応じて統合等による大型化
を図るとともに，取扱数量の増大等に対応して市場施設の整備拡充に努ある
こと」⑰という文言を付け加えたことである。これは既存市場の統合化と取
扱量の増大等に対応した市場整備が極めて重要であったために新たに付け加
えられたものと思われる。
　水産物産地市場
　第1次のそれと異なっているのは花きに関する記述が削除されている点で
ある。
　以上のように，本基本方針における「卸売市場の適正な配置の目標」の内
容については，第1次基本方針のそれと変わりはなく，ここでも留意事項
（第1次とほぼ同じ）に基づく市場の適正な配置を積極的に求めている。
②　第2次東京都卸売市場整備計画
　昭和60年度を目標年度として，昭和52年3月に公表された「卸売市場整
備計画」（第2次）の目次構成は以下の通りである。
第1　東京都の卸売市場整備計画の基本的考え方
第2　目標年度
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第3　卸売市場の適正な配置の方針
　　1．　流通事情のは握
　　　（1）需要人口
　　　②　卸売市場流通の現状とその見通し
　　　　ア　区　部
　　　　イ　三多摩
　　2．　品目別流通圏の設定
　　3．卸売市場配置計画
　　　（1）区部流通圏
　　　②　三多摩流通圏
第4　近代的な卸売市場の立地並びに施設の種類，規模，配置及び構造に
　　関する指標
第5　卸売市場における取引及び物品の積卸し，荷さばき，保管等の合理
　　化に関する事項
第6　その他卸売市場の整備を図るために必要な事項
　この目次構成をみると，第1次整備計画の目次構成とは少し異なっている。
まず第1次では，2で「東京都卸売市場整備計画の基本方針」となっていた
が，第2次では，第1となり，「東京都の卸売市場整備計画の基本的考え方」
というように少し表現が変わった。また第2次では，第3として新たに「卸
売市場の適正な配置の方針」という項目が作られ，その下に，「流通事情の
は握」・「品目別流通の設定」・「卸売市場配置計画」が組み込まれている。第
2次で「卸売市場の適正な配置の方針」という項目が新たに設定されたのは，
農水省の「卸売市場整備基本方針」における項目「卸売市場の適正な配置の
目標」に対応させた結果であろう。また「卸売市場の適正な配置の方針」の
中に，「流通事情のは握」等を組み入れることによって構成自体がより整理
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されたものとなっている。そこで以下において，その内容をみていくことに
しよう。
　東京都の卸売市場整備計画の基本的考え方
　ここでは，「生鮮食料品等の流通は，市場によってその大部分が担われ，
都民の食生活に大きな役割を果たしている」とし，市場の重要性を指摘しつ
つも，「生鮮食料品等の生産・流通は，産地の大型化，遠隔化，大型小売商
の増加と共に，一般的な技術の進歩により，流通面においても，新しい技術
導入等の変化を生じ，消費の面においても，食生活の多様化のほか，特に消
費者意識の向上等の注目すべき傾向が現れてきた」とし，生産・流通・消費
等の各面において変化が生じてきている点に注目している。市場としてはこ
れらの変化に積極的に対応していかなければならない。それゆえに，「流通
面における施設の近代化と，省力化による経費の節減及び情報網の整備拡充
による安定供給等が確立されなければならない」と述べ，変化に対応すべく，
それに相応した施設の近代化等を進めることを求めている。すなわち，変化
への対応を適切に行うことによって市場における「公正な価格決定と安定供
給」が遂行され易くなるのである。とりわけ都民にとって重要な安定供給に
関しては，「物流の円滑化に最大限の努力を傾注することが必要である」（18）
と結んでいる。すなわちここでは，市場を取り巻く諸条件の変化に対応し，
適切な処置を取ることによって市場の公正と安定供給が保たれる可能性が高
くなり，特に都民にとって重要な安定供給については最大限の努力を払わな
ければならないとしているのである。
　つぎに市場の整備や配置に関しては，人口の地域分布の変化や市場取扱量
の増加等が進む中で，「周辺区部・三多摩地区の人口動態，需要の動向，道
路交通条件，都市計画との整合，地域格差の是正を考慮して適正な市場網を
確立し，市場機能を整備する必要がある」とし，「地域格差の是正」の観点
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を入れたものの，第1次のそれとほぼ同じ内容となっている。また，市場の
配置を考える際には，「流通圏等各種の社会的経済的要件を総合的に考慮し
なければならないことは勿論であるが，また，産地の出荷体制の大型化に対
応できる市場規模と，その効率高い荷扱いが求められる」（19）と述べているが，
配置の集中・分散に関しては，それぞれの市場ごとに異なった配置を求めて
いる。すなわち，水産物市場に対しては「ある程度集中配置」を求め，青果
物市場については「分散配置」を求め，そして食肉市場には，現市場の「合
理化と充実化」を求めている。また花き市場については，目標年度における
中央卸売市場化を求あるものの，既存市場については「必要最小限度の整備」
を求めるに留めている。これらの諸要請は第1次のそれと同じである。
　都心部にある築地・神田市場に関しては，第1次では，交通問題等多くの
問題を抱えているため，大井への移転を求めていたが，本整備計画では，
「現在建設予定とされている大井埋立地の現状，交通条件，開発状況を考慮
するならば，当面築地・神田市場の過密緩和対策を含む，水産・青果・花き
の地元消費市場としての整備を行うことが適当と考えられる」としている。
すなわち大井市場を築地・神田両市場の過密緩和対策としてだけではなく，
総合的な地元消費市場として整備することが同時に求められているのである。
そして「本計画の改定年次である昭和56年までに，具体的計画を策定する
ため，機能及び施設について十分検討する必要がある」⑳としている。他方，
地方卸売市場については，「中央卸売市場の建設年次計画を考慮し，必要最
小限度の整備に留める」としており，これらの点は第1次のそれと同じであ
る。
　最後に，市場全体については，「市場は単なる物流の需給の接点としての
みならず，その機能の拡大が，物価対策上からあるいは消費者サイドから要
求されている」とし，市場機能の充実・拡大は物価対策や消費者サイド等の
観点からも必要であるということを指摘している。これは正に基本的な観点
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であるといえよう。続けて今後の問題として，「市場機能の拡大，安定的供
給，物流の合理化のための市場施設の設置，価格形成時における行政による
業界指導等の検討が必要と思われる」⑳とし，市場機能の拡大等とともに，
価格形成時における行政による業界への指導介入の検討を求めている。すな
わち，ここでは行政府の積極的な介入を求めていることがわかる。
　卸売市場の適正な配置の方針
　次に第3の「卸売市場の適正な配置の方針」における項目の中から重要と
思われる「流通事情のは握」，「卸売市場配置計画」についてみてみることに
しよう。
　流通事情のは握
　ここでは需要人口の推移が中央卸売市場へ与える影響について，「周辺区
部市場においては業務需要の増加が見られるものの主として地元消費市場と
しての機能を維持するものと考えられる」とし，周辺区部市場を地元消費市
場として位置づけるとともに，他方，「都心部市場，特に築地・神田市場に
おいては，地元消費市場としての機能を有するとともに業務需要に対応する
市場としての機能をも維持するものと考えられる」とし，都心部市場，特に
移転計画のある築地・神田両市場は業務需要に対応する市場としての面を持っ
ていることを指摘している。三多摩地区については，「常住人口の増加に対
応した地元消費市場としての機能を主とする市場の整備が必要とされる」（22）
として，この地区における市場については地元消費市場としての整備を求め
ている。なお，23特別区における中央卸売市場については，市場取扱量の
内のかなり多くの部分が三多摩地区及び近県に搬出されており，それゆえに
広域的な集分荷市場となっているということができる。
　卸売市場配置計画
　「卸売市場配置計画」では，区部流通圏について，生鮮食料品に関し，「区
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部では既に中央卸売市場を中心とした生鮮食料品流通が確立しているので，
人口動態と既設市場の過密を考慮して市場の適正な再配置を行なう」とし，
市場の再配置を求めている。これに対し花きについては，「現在小規模な民
営卸売市場が数多く散在しているので，流通合理化の観点から中央卸売市場
を建設し，民営卸売市場を統合し入場させる」とし，小規模な民営卸売市場
を整理統合して規模の大きな中央卸売市場を建設することによって流通の合
理化を進めていくことを求めている。そこで次に配置計画の中の「区部流通
圏」と「三多摩流通圏」についてそれぞれみていくことにしよう。
　〔区部流通圏〕　水産物に関しては，第1次と同じく市場の「ある程度集中」
を求めており，その上で，「築地市場，水産単独市場となる足立市場，築地
市場の過密緩和と大田・品川区を中心とする地元消費市場の機能を合わせ持
つ（仮称）大井市場の3市場を配置する」（23）としている。すなわち集中化を
求める中で，大都市東京の台所として合理的な流通を求めて3つの市場配置
を求めている。
　青果物に関しては，市場の「分散配置」を求め，「区部周辺にある市場機
能の弱い分場を整理統合し，合わせて既設市場の過密緩和を図るために，人
口増の著しい区部周辺の足立，江戸川，杉並練馬の3地区に新市場を建設す
る」としている。すなわち，足立市場の青果部を廃止移転させるとともに花
き部を併設させての北足立市場の建設，そして江東市場及びその葛飾分場・
小松川分場・小岩分場を廃止しての新江東市場の建設，さらに淀橋市場松原
分場・杉並分場・練馬分場を廃止しての杉並・練馬市場の建設を求めている
のである。また都心部の神田・築地市場については，「神田・築地市場の過
密緩和を図るとともに，大田・品川区を中心とする地元消費市場の機能をも
合わせ持つ（仮称）大井市場を建設する」としている。また大井市場建設に
際しては，大森市場・荏原市場とその蒲田分場の廃止を求めている。なお，
上記における各新市場の建設に伴っては，各々の供給圏内にある民営卸売市
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場も合わせて入場させることになるのは言うまでもないことである。
　食肉については，「建値市場としての機能をもつ食肉市場の施設の充実を
図る」として品川の食肉市場の充実を推進している点は第1次と変わらない。
花きについては，「現在の民営卸売市場の数及び位置とその流通実態を考慮
して，区部の東部，西部，南部及び北部の4地区に統合するが，用地事情及
び花き流通の特性を考慮して，青果市場に併用する。したがって，西部は用
地に余力のある板橋市場に，北部，東部，南部は，それぞれ（仮称）北足立
市場，（仮称）新江東市場及び（仮称）大井市場の新市場に併設する」（24＞と
し，4つの中央卸売市場への整理統合を求めるとともに，単一市場ではなく，
青果市場等との併設を求めている。ただし，この段階では，多くの民営卸売
市場は卸売市場整備区域指定が無い状況に置かれている。
　〔三多摩流通圏〕　三多摩地区における生鮮食料品等の流通は，依然として，
民営の卸売市場によって担われている。それゆえ，人口増等を踏まえて民営
の卸売市場を整備統合し，中央卸売市場を建設していくことが求められてい
る。その内容は，水産物については，「中央卸売市場を1市場建設し，民営
卸売市場を入場させるが可能な限り青果市場と併設し総合市場とする」とし，
青果物については，「三多摩の東部，西部，南部及び中部に4市場を建設し，
各供給圏内の民営卸売市場を入場させる」（25）としている。更に，食肉につい
ては，「東京都立川食肉地方卸売市場が十分に機能を発揮できるよう指導し
ていく」としており，これらの点は第1次のそれと全く変わりはない。花き
については，「三多摩の東部と西部に2市場を建設し，流通圏内の民営卸売
市場を入場させる。用地事情及び花き流通の性質を考慮して，可能な限り青
果市場に併設する」㈱とし，東部地区と西部地区にそれぞれ中央卸売市場の
建設を求めている。なお，この場合も水産と同じく青果との複合市場の建設
を進めていることがわかる。
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　以上，本整備計画の「卸売市場整備計画の基本的考え方」において見られ
るように，生鮮食料品等の円滑な流通確保のために，中央卸売市場に対し，
人口動態等の諸条件を考慮して，適正な市場網を確立し，市場機能を整備す
る必要があるとしている点，及び地方卸売市場の整備について，必要最小限
度の整備にとどめるといった点などは第1次整備計画のそれと変わりはない。
ただし，物価対策上などから市場の機能拡大が求められ，それに対応した整
備，検討が進められる必要があると指摘している点は新たな点である。全体
として，本整備計画は第1次整備計画とほぼ変わりはなく，ここでも積極的
な整備が求められている。
3．第3次市場整備計画の検討
（1）第3次卸売市場整備基本方針
　昭和65年度を目標年度として，昭和55年12月に公表された「卸売市場
整備基本方針」（第3次）の目次構成は以下の通りである。
第1　卸売市場の適正な配置の目標
　　1　中央卸売市場
　　2　地方卸売市場等（水産物産地市場を除く。）
　　3　水産物産地市場
第2　近代的な卸売市場の立地並びに施設の種類，規模，配置及び構造に
　　関する基本的指標
　　1
　　2
　　3
　　4
（333）
立地に関する事項
施設の種類に関する事項
施設の規模に関する事項
施設の配置に関する事項
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　　5　施設の構造に関する事項
第3　取引及び物品の積卸し，荷さばき，保管等の合理化に関する基本的
　　な事項
　　1　取引の合理化に関する事項
　　2　物品の積卸し，荷さばき，保管等の合理化に関する事項
第4　卸売業者の経営の近代化の目標
第5　その他
　この基本方針の目次構成は第2次基本方針のそれと全く同じである。また
第1の「卸売市場の適正な配置の目標」では，「卸売市場の配置については，
生鮮食料品等の効率的，安定的な流通が確保され，かつ，他の卸売市場や流
通経路との連携を保ちつつそれぞれの機能が十分発揮されるよう，…市場流
通量の見通しを勘案しつつ，次の事項に留意してその適正化を図るものとす
る」（27）としており，この点も第2次基本方針のそれと全く同じである。そこ
で次に留意事項についてみてみることにしよう。
　中央卸売市場
　まず中央卸売市場についての留意事項は項目（1＞～（6）まであり，項目（1）の目
標年度における取扱数量については，「青果物を主たる取扱品目とする市場
である場合には目標年度における青果物の取扱数量が60，000トン以上に，
水産物を主たる取扱品目とする市場である場合には目標年度における水産物
の取扱数量が30，000トン以上に，花きを主たる取扱品目とする市場である
場合には目標年度における花きの取扱数量が4，000万本以上にそれぞれ達す
ることが見込まれること」としている。項目②では，「当該中央卸売市場を
開設しようとする地域において，経済的，社会的要請等の一般的な必要条件
のほか，都市形成の進展とこれに伴う相当濃密な需要密度を有する地域的な
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広がりが存在すること，卸売業者の相応の経営を維持できる程度以上の集荷
販売規模が見込まれること，卸売業者のこのような取扱規模に対応する仲卸
業者，小売業者等の商業機能が存在すること，主体的な価格形成及び効率的
な流通を確保する可能性があること等を十分勘案し，開設後に開設者及び卸
売業者の円滑かつ安定的な業務運営が行われるような見通しのある地域に配
置すること」㈱としている。これは基本的には第2次の留意事項の項目②・
（3）・（4＞をまとめたものであるが，異なっている点としては，卸売業者，仲卸
業者，小売業者等々について言及している点である。これは市場の配置に関
しても，これら市場関係業者の重要性が認識されてきたための結果であろう
と考えられる。本基本方針における項目㈲と⑤は新たに付け加えられた部分
である。項目（3）については，水産物市場に関するものであり，「青果物に比
較してより広域的な供給圏及びより大きな取扱規模の見込まれる地域に配置
すること」とし，水産物市場の広域的な集・分荷圏を前提とした市場配置を
求めている。項目⑤は花き市場についてのものであり，「花きの需要の増大
傾向及び花き産地の大型化に即応し，花きの取引の適正化とその生産及び流
通の円滑化を図るため，大消費地域を中心に計画的に配置すること」（29）とし
て，花きの中央卸売市場について大消費地を中心とした計画的かつ積極的な
配置を求めている。なお，項目（4）と㈲はそれぞれ食肉市場と既設市場につい
て述べたものであるが，その内容はほぼ第2次のものと同じである。
　地方卸売市場等（水産物産地市場を除く。）
　地方卸売市場の留意事項については，項目（1）～（6）まであるが，項目（1）の地
方卸売市場の目標年度における取扱数量は，「青果物を主たる取扱品目とす
る市場である場合には目標年度における青果物の取扱数量が原則として
10，000トン以上に，水産物を主たる取扱品目とする市場である場合には目標
年度における水産物の取扱数量が原則として5，000トン以上に，花きを主た
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る取扱品目とする市場である場合には目標年度における花きの取扱数量が原
則として500万本以上にそれぞれ達することが見込まれること」（3°）としてい
る。その他の項目②から（6）までの内容については第2次のそれと同じである。
ただし，第2次では項目（7）として，「既設地方卸売市場」に関する項目があっ
たが，第3次ではこの項目の内容が項目（1）の「目標年度における取扱数量」
の前提部分として組み込まれているため，第3次では項目（7）はなくなってい
る。
水産物産地市場
第2次のそれとほぼ同じ内容である。
　以上のように，本基本方針の「卸売市場の適正な配置の目標」の内容は第
2次基本方針の内容と変わりはなく，留意事項に基づく「市場の適正な配置」
を積極的に進めている。ただし留意事項については，多少の変更が見受けら
れる。
②　第3次東京都卸売市場整備計画
　昭和65年度を目標年度として，昭和57年3月に公表された「卸売市場整
備計画」（第3次）の目次構成は以下通りである。
第1　東京都の卸売市場整備計画の基本的考え方
第2　目標年度
第3　卸売市場の配置について
　　1　卸売市場の適正な配置の方針
　　2　需要量の把握
　　　（1）需要人口
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　　　②　卸売市場の現状と今後の動向
　　　　ア　区　部
　　　　イ　多摩地区
　　3　品目別流通圏の設定
　　4　卸売市場配置計画
　　　（1＞区部流通圏
　　②　多摩地区流通圏
第4　卸売市場における取引及び安定供給のための必要施設
　　1　取引について
　　2　安定供給のための必要施設等
第5　卸売市場の整備を図るためのその他の必要事項
第6　卸売市場の立地及び施設の種類，規模，配置等に関する指標
　この目次構成が第2次整備計画のものと異なる点は大きく二つある。それ
は第2次では，第3「卸売市場の適正な配置方針」としていたのが，第3次
では，第3「卸売市場の配置について」に変更され，そしてその1で，「卸
売市場の適正な配置の方針」という項目を設けるとともに，その2で「需要
量の把握」という項目を設けた点である。もう一つは第2次では，第4「近
代的な卸売市場の立地並びに施設の種類，規模，配置及び構造に関する指標」，
第5「卸売市場における取引及び物品の積卸し，荷さばき，保管等の合理化
に関する事項」，第6「その他卸売市場の整備を図るために必要な事項」と
なっていたのが，第3次では，第4「卸売市場における取引及び安定供給の
ための必要施設」，第5「卸売市場の整備を図るためのその他の必要な事項」，
第6「卸売市場の立地及び施設の種類，規模，配置等に関する指標」という
ように変わった点である。
　「卸売市場の配置について」への変更は，第2次における「流通事情のは
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握」の内容をそれぞれ1「卸売市場の適正な配置の方針」と2「需要量の把
握」として区分し，纏めた結果であると考えられる。すなわち内容的により
整理した結果，「卸売市場の配置について」というタイトルに変更せざるを
得なかったものと考えられる。第4～6の項目の変化については，市場取引
の重要性を考慮して，第2次では第5で取り上げられていた「市場における
取引及び…保管等の合理化に関する事項」の項目が，第3次では第4に繰り
上げられた点がまず取り上げられる。なお，この項目が「卸売市場における
取引及び安定供給のための必要施設」というように変えられたのは，市場に
おける安定供給の視点が極めて重要になってきたためであると考えられる。
また第3次では「市場の整備」問題が第5に取り上げられ，「市場の立地等」
の項目より先に来たのは，内容的に見て整備がより重要であると考えたから
であろう。次に第1の「東京都の卸売市場整備計画の基本的考え方」と第3
の「卸売市場の配置について」の内容について，以下，検討していくことに
しよう。
　東京都の卸売市場整備計画の基本的考え方
　ここでは，「生鮮食料品の生産，流通，消費の状況は，大きく変動する様
相を示しているが，都民の食生活における市場の役割はいささかも変わって
いない」として市場の重要性をまず指摘している。生産流通動向については，
水産物について，「冷凍及び加工品の比重が高まっている」とし，青果物につ
いて，「技術進歩により，周年供給が可能となり，…安定した生産・出荷が
期待される状況にある」としている。他方，消費面について，「所得水準の
上昇によって，消費の多様化と高度化がもたらされ，これと並行して食品業
界における小売業態も多面化し，特に大型小売店舗の増加や，外食産業の急
成長等が目立ち，消費者の食生活も大きく変化している」としている。こう
した消費面の記述は，第2次のものよりもより踏み込んだ内容となっている。
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　中央卸売市場については，「生鮮食料品等の安定供給の確保と公正な価格
の形成等，流通・消費のすべての面で，その中核としての役割をになうもの
であり，その使命の的確な遂行を強く求められているところである」とし，
そのために市場の整備や新設を行ってきたが，「いまだ十分とはいえず，一
部の市場においては，老朽化，過密化がはなはだしく，効率的な施設整備を
する余地もない状況にある」としている。そして今後円滑な流通確保のため
には，「周辺区部，多摩地区の人口動態，需要の動向，道路交通条件，都市
計画との整合性，地域格差の是正等を考慮して，適正な市場網を確立し，市
場機能を整備していかなければならない」〈31）としているのである。これは第
2次のものと同じである。ただし，本整備計画における「基本的考え方」の
内容は第2次のそれと比べると，極めて簡素化されている。それゆえに，地
方卸売市場に対する整備等についてもここでは言及されてはいない。
　卸売市場の配置について
　「卸売市場の配置について」では，1の「卸売市場の適正な配置の方針」
と4の「卸売市場配置計画」の項目が重要と思われるので，これについて
みていくことにしよう。
　卸売市場の適正な配置の方針
　「卸売市場の適正な配置の方針」では，従来と同じく「地域の需要をなる
べく1箇所に集中する大規模市場が，品ぞろえ，価格の安定などの面で有利
であるが，半面，大都市では市場が1箇所に集中することは，買出人等の買
出距離が延びること，局地的な交通混雑を生ずることなどから適当ではなく」
とし，青果物に関しては，「原則として分散配置をする」としている。ただ
し，大井市場については，「今後の都における生鮮食料品等の円滑な流通を
確保するため，青果物・水産物並びに花きを取扱う総合市場として計画する」
としている。水産物については，「ある程度集中させる」としている。食肉
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については，「現在の食肉市場の充実を図っていく」（32）としている。花きに
ついては，「計画した市場について，条件が整った箇所から，順次，整備を
進めていくとともに配置については，さらに検討を行う」㈹としている。以
上の点は基本的に第2次のものと変わらない。すなわち「適正な配置の方針」
の内容はほぼ第2次のそれと同じである。
　卸売市場配置計画
　「卸売市場配置計画」については，「区部流通圏」と「多摩地区流通圏」に
分けられ，論じられているのでそれぞれについてみていくことにしよう。
　〔区部流通圏〕　「卸売市場配置計画」については，区部流通圏として，「区
部では既に中央卸売市場を中心とした生鮮食料品流通が確立しているので，
人口動態と既設市場の過密等を考慮して市場の適正な再配置を行う。なお，
花きについては，流通合理化の観点から中央卸売市場を建設し，地方卸売市
場を統合する」（34）としている。この点は2次のそれと同じである。具体的に
は，青果市場については，「区部周辺にある市場機能の弱い分場を整理統合
し，合わせて既設市場の過密解消を図るため，人口増の著しい区部周辺の江
戸川（新江東市場・仮称），杉並・練馬の2地区に新市場を建設する」とし
ている。すなわち，ここでは2次にあった足立が抜け，市場の新設は3地区
から2地区に変更されている。築地・神田市場については，「地元消費市場
の機能と，築地・神田市場の過密解消を図るため大井市場（仮称）を建設す
る」としている。この点は2次とほぼ同じである。水産物市場については，
「大井市場（仮称）を建設し，築地市場及び足立市場とあわせて計3市場を
配置する」としている。この点も2次のそれと同じである。食肉市場に関し
ては，「併設と場の整備と相まって，食肉市場の設備の充実を図る」ととも
に，「食肉流通の変化に対応した部分肉分場を設置する」としている。部分
肉分場の設置という点においては2次のそれとは異なっている。最後に，花
きについては，「現在の地方卸売市場の流通実態を考慮して4地区に統合す
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るが，用地事情及び花き流通の性格を考慮して，青果市場に併設する。した
がって西部と北部はそれぞれ板橋及び北足立市場に，東部と南部はそれぞれ
新江東，大井市場の新市場に併設する。なお，杉並，世田谷地区については
引き続き検討する」㈹としている。
　〔多摩地区流通圏〕　多摩地区については，相変わらず生鮮食料品等の流通
は地方卸売市場によって担われているが，将来の人口増などに対応してこれ
らの地方卸売市場を統合した形での中央卸売市場の建設が求められている点
については2次のものと同じである。具体的に，青果については，「東部地
区・西部地区・南部地区（多摩ニュータウン），及び中部地区に4つの中央
卸売市場を建設し，各供給圏内の地方卸売市場を統合する」としている。水
産物については，「中央卸売市場を1市場建設し地方卸売市場を統合する。
なお，可能な限り青果市場と併設し統合市場とする」としている。食肉につ
いては，「東京都立川食肉地方卸売市場が十分に機能を発揮できるよう指導
していく」としている。花きについては，「中央卸売市場を2市場建設し地
方卸売市場を統合する。なお，可能な限り青果市場に併設する」（36）としてい
る。これらの点については全く2次のものと変わりはない。
　以上，本整備計画の「卸売市場整備計画の基本的な考え方」において見ら
れるように，生鮮食料品等の円滑な流通確保のため，中央卸売市場に対し，
人口動態等の諸条件を考慮して，適正な市場網を確立し，市場機能を整備し
ていくという点にいては第2次整備計画のそれと全く同じである。「基本的
な考え方」では触れていないが，「卸売市場整備計画」によれば，地方卸売
市場については，中央卸売市場を建設し，地方市場を統合・整備していくと
いうことにあるようである。本整備計画においては，「中央卸売市場を中心
とした生鮮食料品流通が確立している」という表現はみられるものの，全体
的に本整備計画においても，再配置等を中心とした積極的な整備の推進が求
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められおり，それゆえ第2次整備計画と基本的な部分においては同じである
といえよう。
　4．第4次市場整備計画の検討
　（1）第4次卸売市場整備基本方針
　昭和70年度を目標年度として，昭和61年2月に公表された「卸売市場整
備基本方針」（第4次）の目次構成は以下の通りである。
第1　卸売市場の配置及び整備の目標
　　1　中央卸売市場
　　2　地方卸売市場等（水産物産地市場を除く。）
　　3　水産物産地市場
第2　近代的な卸売市場の立地並びに施設の種類，規模，配置及び構造に
　　関する基本的指標
　　1　立地に関する事項
　　2　施設の種類に関する事項
　　3　施設の規模に関する事項
　　4　施設の配置に関する事項
　　5　施設の構造に関する事項
第3　取引及び物品の積卸し，荷さばき，保管等の合理化に関する基本的
　　な事項
　　1　取引の合理化に関する事項
　　2　物品の積卸し，荷さばき，保管等の合理化に関する事項
第4　卸売業者の経営の近代化の目標
第5　その他
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　この目次構成はほぼ第3次備基本方針のそれと同じであるが，第3次では
第1の項目が，「卸売市場の適正な配置の目標」となっていたのに対して，
本基本方針では，「卸売市場の配置及び整備の目標」というように変更され，
「整備」という文言が付け加えられている。これは既存市場の改良整備が重
要であることを示したものであると思われる。この目標の内容についてみる
と，「卸売市場の配置及び整備については，既設中央卸売市場の整備，地方
卸売市場の大型化を基本とし，別記1の市場流通量の見通し及び今後の経済，
財政事情等を勘案しつつ，次の事項に留意して行うものとする」（37）としてい
る。すなわち，ここでは「整備」という文言を付け加えるとともに，卸売市
場の配置等について，「既設中央卸売市場の整備，地方卸売市場の大型化を
基本」とすると明確にしている。この点は明らかに第3次のそれとは異なっ
ている。更にまた，市場の配置等については，「今後の経済，財政事情等を
勘案しつつ…行うものとする」とした点も第3次のそれとは異なる。とりわ
け後者の点については，市場の配置等に対して抑止的意味合いを持っており，
極めて重要な変更点であるといえる。これらのことを踏まえて，次に留意事
項の内容についてみていくことにしよう。
　中央卸売市場
　留意事項は項目（1）～（4）まであるが，項目（1）では，「中央卸売市場の配置に
ついては，市場配置の進展，既設市場の供給圏の広がり等に配慮するととも
に，経済的，社会的要請等の一般的な必要条件を勘案し，開設者及び卸売業
者等の円滑かつ安定的な業務運営が確保されるよう十分な見通しを踏まえて
行うこと」としている。ここでは中央卸売市場の配置について，開設者や卸
売業者等の業務運営に目を向け，それが安定的に確保されることが重要であ
るとしているのである。これは，正に，第3次における項目②に該当する部
分であるといえる。項目②では，目標年度における取扱数量について，「青
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果物を主たる取扱品目とする市場である場合には目標年度における青果物の
取扱数量が62，000トン以上に，水産物を主たる取扱品目とする市場である
場合には目標年度における水産物の取扱数量が32，000トン以上に，花きを
主たる取扱品目とする市場である場合には目標年度における花きの取扱数量
が4，000万本以上にそれぞれ達することが見込まれること」としている。そ
して項目（3）では，「老朽過密化の著しい市場については，大規模増改築・移
転整備を計画的に進めること」（38）とし，老朽過密化の著しい市場についての
積極的な整備を求めている。最後に，項目（4）では，「既設市場については，
取扱数量の増大，商品形態の変化，小売形態の変化，情報化の進展等に対応
して計画的に市場施設の整備を進めること。また，花きの需要の増大傾向等
に即応し，花きの取引の適正化とその生産及び流通の円滑化を図るため，花
き部を計画的に設けること」としている。ここでは商品や小売形態の変化あ
るいは情報の進展等に対応する形での市場の整備を強く求めている。こうし
た点は新たな視点である。なお，花きに関する部分は，第3次の項目⑤に該
当する部分である。ただし，ここでの「花き部を計画的に設けること」とし
ている点は新たに付け加えられた部分である。
　地方卸売市場等（水産物産地市場を除く。）
　地方卸売市場については，項目（1）～（6）まである。項目（1）では，「地方卸売
市場については，地方都市における生鮮食料品等の円滑かつ効率的な流通を
確保する観点から，実情に応じて極力統合等によりその整備を進めること」
としている。これは第3次における項目（1）の一部（前半部分）とほぼ同じ内
容である。すなわち，本基本方針では第3次の項目（1＞を（1）と（2＞に分けて述べ
ている。従って項目②は目標年度における取扱数量について述べたものとなっ
ており，その内容は，「青果物を主たる取扱品目とする市場である場合には
目標年度における青果物の取扱数量が原則として10，000トン以上に，水産
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物を主たる取扱品目とする市場である場合には目標年度における水産物の取
扱数量が原則として5，000トン以上に，花きを主たる取扱品目とする市場で
ある場合には目標年度における花きの取扱数量が原則として500万本以上に
それぞれ達することが見込まれること」（39）である。項目（4）は第3次の項目（3）
の内容が若干変更されたものである。すなわち第3次では，「当該地方卸売
市場の流通圏が広域性を有し地域流通の拠点となると見込まれるものについ
ては，可能な限り，公設のものとして配置すること」とされていたが，本基
本方針では，「当該地方卸売市場の流通圏が広域性を有し地域流通の拠点と
なると見込まれるものについては，適正な取引の推進等の観点から，可能な
限り，公設のもの又は地方公共団体が主たる出資者となっているものとして
配置すること」というように変更した。すなわち，「地方公共団体が主たる
出資者」という文言を付け加え，時代の要請に合わせて開設者の範囲を拡大
したのである。なお，本基本方針における項目（3＞の食肉に関する部分と項目
⑤の市場の配置及び⑥の既設市場に関する部分の内容は，それぞれ第3次の
項目（6），（4），（5）と同じである。なお，第3次の項目（2）における「当該地方卸
売市場の供給圏内において，生鮮食料品等に対する相当程度の需要密度を有
する一定の地域的な広がりが存在すること」という文言は本基本方針におい
ては削除されている。
　水産物産地市場
　第3次と基本的に同じであるが，市場の配置について第3次では，「長期
的展望に即して適切に配置すること」としていた点が，「施設の効率的利用
と円滑な水産物流通を確保する観点に立って適切に配置すること」（4°）という
ように変わり，効率的な観点等を重視したものとなった。
以上のように，本基本方針では，「卸売市場の適正な配置の目標」を「卸
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売市場の配置及び整備の目標」というタイトルに変え，市場の配置等につい
て，「既設中央卸売市場の整備，地方卸売市場の大型化を基本」とするとと
もに，並びに「経済，財政事情等を勘案しつつ…行う」としており，明らか
に，第3次の基本方針とは異なったものとなっている。とりわけ，経済，財
政事情等を勘案しつつ整備を行うといった点は無条件の積極的整備の推進か
らの変更ということになろう。とはいえ，留意事項に基づき市場の配置等を
進めていくという点においては変わりはない。なお，留意事項については以
前と比べると変更の幅は大きくなっている。
②　第4次東京都卸売市場整備計画
　昭和70年度を目標年度として，昭和61年12月に公表された「卸売市場
整備計画」（第4次）の目次構成は以下の通りである。ただし，より詳細な
項目については省いてある。
第1　生鮮食料品等の流通の変化と卸売市場のあり方
　　1　卸売市場を取り巻く環境の変化
　　2　環境の変化に対応する卸売市場のあり方
第2　目標年度
第3　卸売市場の配置について
　　1　流通圏の設定
　　2　需要量の推計
　　3　卸売市場流通量の推計
　　4　卸売市場の配置及び整備の方針
　　5　卸売市場配置計画
第4　卸売市場における取引の適正化及び安定供給のために必要な施設等
　　　の整備
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　　1　取引について
　　2　情報処理機能の充実
　　3　安定供給のために必要な施設等の整備
第5　卸売市場の整備を図るために必要な事項の充実，強化
???????休日の検討
生鮮食料品の安全性と衛生保持の強化
廃棄物処理対策の強化
情報サービスなどの充実
ワン・ストップ・ショッピング機能の充実
市場整備のための財源確保等
卸売市場の立地若しくは施設の種類，規模，配置及び構造などに
関する指標等
　本整備計画の目次構成が大きく第3次整備計画のそれと異なっている点は，
全体的に項目の範囲がより拡大するとともに，詳細になっている点である。
そのことを前提にして，本論文の対象となっている箇所の変更についてみる
と，まず第1の「生鮮食料品等の流通の変化と卸売市場のあり方」が上げら
れる。これは第3次においては，「東京都の卸売市場整備計画の基本的考え
方」となっていた。こうした変更は市場を取り巻く環境を含め，流通事情が
大きく変わってきたことがその背景にある。市場の整備計画もそうした変化
に対応して見直していく必要がある。すなわち，それは第1の項目が更に，
1．「卸売市場を取り巻く環境の変化」，2．「環境の変化に対応する卸売市場の
あり方」というように市場環境の変化と変化に対応する市場というように，
より詳細に区分して論じていることからもわかる。第3の「卸売市場の配置
について」は，タイトルは第3次のそれと同じであるが，その細目の一つが
「卸売市場の配置及び整備の方針」という項目名に変更されている。すなわ
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ち第3次の「卸売市場の適正な配置の方針」に「整備」という文言が付け加
わったものであるが，これは農水省の基本方針に対応したものと思われる。
しかも，この「卸売市場配置及び整備の方針」については細かい検討がなさ
れている。なお，第3次にあった第6項目は無くなっている。以上の変化を
踏まえて，その内容についてみていくことにしよう。
　生鮮食料品等の流通の変化と卸売市場のあり方
　卸売市場を取り巻く環境の変化
　卸売市場を取り巻く環境の変化は，更に「生産及び出荷の動向」，「食生活
の多様化と小売業の変化」，「市場外流通の発展」に分けられて論じられてい
る。
　〔生産及び出荷の動向〕　ここでは生鮮食料品等が全体として供給過剰傾向
にある中で，出荷者の組織化や商社による輸入増大が進でいることについて
触れ，生産・出荷者の大型化について，「生産者，出荷者の組織化・大型化
は，出荷単位の大型化，販売力の強化をもたらし，取扱規模の小さな市場や
集荷力の弱い卸売業者は，品目によっては産地から直接集荷することが難し
くなっている」とし，生産・出荷者の大型化との関連で規模格差が生まれて
きている市場の中で，小規模市場の集荷力の問題を指摘している。また「安
定した集荷の確保，品ぞろえの充実，流通コストの削減など図る観点から，
市場機能の強化や卸売業者の経営規模の適正化を図るとともに，大型トラッ
ク輸送に対応した動線の確保や整備が求められている」とし，市場について
はその機能の強化や市場内卸売業者の適正化及び動線を含めた市場内整備を
求めている。更にまた，産地の大型化の問題とは別に，「産地における予冷
施設，冷凍，冷蔵施設の整備，更に，高性能な大型保冷車，冷凍車等の普及
は，生鮮食料品等の低温流通を増加させている」とし，この面から卸売市場
についても，「低温卸売市場，低温倉庫などの整備を進め，これら増加する
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低温流通に対処することが求められている」（41）としている。すなわち，低温
流通に対応した市の場整備を求めているのである。この点は新しい視点であ
る。
　〔食生活の多様化と小売業の変化〕　消費面に関しては，量的な面よりも安
全性等質の面への関心が高まるとした上で，現在，所得水準の向上等により
消費の多様化や外食の増加などが進んできているとしている。こうした中で
「スーパーなどの量販店のシェアの増大や，一般小売店の総合食品店化，コ
ンビニエンス・ストアー化，ホーム・ショッピングを通じた食材の提供，外
食産業の伸張など」がみられるとしている。そして「スーパーなどの量販店
の販売額が全国に占める割合は，青果物，水産物，食肉とも40パーセント
を超えており，今後も増加すると思われる」と指摘している。すなわち市場
の販売先が大きく変化してきていることを指摘しているのである。更に，スー
パーなどの小売店が販売割合を高める中で，「取扱商品の多品目，多品種化
の進展は，一般小売業においても仕入れの省力化，効率化を達成するために，
中央卸売市場に対するワン・ストップ・ショッピング機能充実へのニーズを
高めている」としている。すなわち，ここでは市場のワン・ストッピング機
能の充実を求めている。
　〔市場外流通の発展〕貯蔵性や規格性が乏しい生鮮品等については，市場
流通が主であるが，「冷凍・加工水産物のように貯蔵性・規格性を有する品
目や輸入品にあっては，冷蔵・冷凍施設の整備などを背景に，市場外流通が
発展している」とし，貯蔵性等を持つ冷凍・加工水産物や輸入品を中心に市
場外流通が見られることを指摘している。また，「宅配システムの普及や情
報技術の進歩によるホーム・ショッピングの増大などに見られるように，大
手生産者・運送業者などの流通部門への進出も市場外流通の発展と密接な関
係にある」（42）としている。すなわち宅配や情報技術の発展等も市場外流通と
密接に関係あるということを指摘しているのである。
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　ところで，量販店や外食産業などの大口需要者についても，「量販店，外
食産業などの大口需要者は，豊富な品ぞろえとともに，価格面や取扱量にお
ける，長期の安定取引や早朝取引の要請，さらには，随時，小分け配送サー
ビス，一定サイズへのカットなどの調整，加工サービス，駐車スペースの確
保などへの要求が強い」とし，それに対して「中央卸売市場の取引規制，取
引慣行，貯蔵，輸送・配送施設，情報サービスなどの現状が，これらの要求
や流通環境の変化に十分こたえていないことも市場外流通を発展させている
一因になっている」としている。すなわち量販店等の存在も市場外流通を推
し進めている一因となっているとしているのである。
　環境の変化に対応する卸売市場のあり方
　ここでは，「卸売市場の活性化」，「既設中央卸売市場の整備」，「中央卸売
市場の新設」，「民営地方卸売市場の活用」等に分けられ，論じられている。
　〔卸売市場の活性化〕　市場の活性化については，「卸売市場取扱高の伸び
の鈍化の要因の一つに，冷凍・加工食品を中心とした市場外の流通の進展が
挙げられる」としているが，これらの食品の中には，「生鮮食品に近い特性
を持つ加工度の低いものも多く，需要面で生鮮食料品と代替関係にあるもの
もある。これらは，卸売市場において生鮮食料品と一体的に流通することが，
…卸売市場の活性を維持するためにも必要である」として，加工度の低いも
のに関しては市場での取扱を進めていくことを求めている。そして小売業な
どの変化への対応としては，「量販店，外食産業などの大口需要者の増加に
対応するため，公正な価格形成の確保や取引の維持に配慮しつつ，予約相対
取引条件の緩和など取引制度の改善を検討するほか，配送，冷凍，加工調製
機能などの強化を図るため，駐車スペースの確保等の施設整備が必要であ
る」（‘3）としている。すなわち小売の変化への対応に対しては，取引制度の改
善と駐車スペース等の整備を求めているのである。また，市場に対してはワ
ン・ストッピング・ショッピング機能の充実を求め，「卸売業者の取扱品目
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の増加や生鮮食料品等を取り扱う関連事業者を関連事業者が少ない卸売市場
内に収容していくことが必要である」としている。
　市場業者等については，卸売市場間並びに市場外流通競争が激化する中で，
「中央卸売市場が生鮮食料品流通の拠点としての役割を十分発揮するために
は，卸売業者の集荷力，仲卸業者の販売力の強化等，市場業者の経営努力，
経営基盤の強化を図っていく必要がある」としている。すなわち，競争が激
しく展開する中で，流通拠点としての市場を維持していくために卸売業者と
仲卸業者の強化等を図っていく必要があるとしているのである。また，情報
化の進展への対応については，市場においても取引業務等の情報化が進む中
で，取引業務等の合理化や都民への充実した流通情報の提供のため，「情報
機器の導入やオンラインによる情報のネットワーク化を図る必要がある」と
するとともに，「卸売市場に集積する需給情報を一括収集，分析することを
通じ，生鮮食料品等の物流と価格形成の拠点としての機能とともに，情報セ
ンターとしての機能を高めていくことが期待される」とし，情報化に必要な
整備を求めているのである。更にまた，輸送，配送，貯蔵施設の整備につい
ては，「低温流通の増加に即した低温卸売場，低温倉庫の整備，配送サービ
スを充実するための駐車スペースや荷さばき所，買荷保管所の整備のほか，
大型トラック輸送に対応した場内動線の整備」（44）を求めているのである。
　〔既設中央卸売市場の整備〕　これについては，「都心部に立地している神
田市場，築地市場，食肉市場などは，…市場の狭あい化，老朽化が進むとと
もに，輸送，配送，貯蓄施設の整備が不十分であり，これらの整備を積極的
に進めるため，抜本的な対応が必要となっている」とし，整備の推進を求め
ている。これに対してその他の既設市場については，「基幹施設の整備がお
おむね終了している」とし，市場整備が一段落していることを指摘している。
ただし，低温流通に関する施設や駐車スペースの確保あるいは場内動線の再
検討や情報化のための施設等についてはその整備を求めている。
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　〔中央卸売市場の新設〕　市場の新設については，生鮮食料品の消費拡大が
一段落した中で，「区部既設中央卸売市場の整備，地方卸売市場の充実，都
周辺の卸売市場の新設などから，基本的には中央卸売市場を新設する必要は
低下している」としている。この点は大きな変化であるといえる。ただし，
「集荷力や品ぞろえの十分でない分場の統廃合を進める場合や地方卸売市場
のみでは十分な生鮮食料品等の供給が出来ない部門や地域では，既設市場と
の整合性を図りつつ，中央卸売市場を新設していく必要がある」として，市
場新設の低下を主張したものの，依然として，こうした面からの中央卸売市
場については，その新設を要請しているのである。
　〔民営地方卸売市場の活用〕　第3次で求められていた市場の整備統合によ
る中央卸売市場の設立については，諸状況を勘案する中で中央卸売市場化を
図る理由は乏しいとし，「第4次整備計画においては，多摩地域におけるす
べての青果民営地方卸売市場を中央卸売市場化するという第3次整備計画の
方針を改め，これらの活力ある民営卸売市場を最大限活用することを前提と
して市場配置を考える必要がある」㈲とし，従来の整備計画が改められるこ
とになった。すなわち，大幅な整備の見直しが行われることになったのであ
る。
　卸売市場の配置について
　本項における重要な細項目は，「流通圏の設定」，「卸売市場の配置及び整
備の方針」，「卸売市場配置計画」である。そこで以下，これらについてみて
いくことにしよう。
　流通圏の設定
　流通圏については，「都内を区部と多摩地域に分け，それぞれの地域の生
鮮食料品への需要をそれぞれの地域の卸売市場で供給するという2流通圏を
設定し，市場の配置を行ってきた。しかし，近年，多摩地域の人口の増加に
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伴い都市化の進展がめざましいことや，道路網の整備による自動車輸送が拡
大したこと，更に経済的，社会的な諸要件などからも，区部と多摩地域を分
離して流通圏を設定することが実態に合わなくなった。したがって，都内全
域を1流通圏とする」⑯としている。ここに都内全域を一体化した流通圏の
設定とそれに応じた市場の配置が進められていくことになった。これは正に
広域流通が進み，区部と三多摩地区とが一体化されてきた結果である。
　卸売市場の配置及び整備の方針
　この方針では，「品目別市場配置の方針」，「既設中央卸売市場の整備」，
「中央卸売市場の新設」，「花き中央卸売市場の整備」，「多摩地域の民営地方
卸売市場の整備」に分けられ，論じられている。
　〔品目別市場配置の方針〕　ここでは，「基本的には第3次整備計画と同様
に取扱品目の部類別によって，次のように考える」とし，「水産物について
は，…ある程度集中させる」，「青果物については，原則分散配置する」，「食
肉については，…現在の食肉市場の充実を図っていく」，「花きについては，…
ある程度分散させる。その際，…原則として青果市場に併設する」（47）として
いる。
　〔既設中央卸売市場の整備〕　既に，13市場ある中央卸売市場の整備につ
いてみると，水産物と青果物を取扱い，「都内における基幹的な市場」となっ
ている築地市場については，老朽化や場内物流の円滑化などの点から「再整
備が緊急の課題」になっているため，「抜本的な対策」が必要とされている
としている。この点は第3次のそれと同じであるが，再整備については，
「築地市場を他の場所に移転することは，流通の実態，社会的要因などから
極めて難しい」とし，「現在地において施設を立体的，合理的に配置し，基
幹的市場として機能を維持できるように再整備する」（48）としている。ここに，
現在地において再整備をするという考え方を明らかにした。
　その他の市場については，青果物関連では，既に述べているように，「基
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幹的施設の大規模な整備については，おおむね終了している」ゆえに，「低
温流通の進展に対応した低温卸売場，低温倉庫の建設や輸送・配送施設等を
整備するほか，施設の維持管理に必要な整備を行う」（‘9）としている。すなわ
ち，低温流通に対応した整備を積極的に求めているのである。この点は本整
備計画における「卸売市場のあり方」に対応した整備方法となっている。な
お，青果物市場における整備の最大の関心は神田市場と荏原市場を大井市場
（仮称）に移転統合することにあることは間違いのない事実である。水産物
に関しては，取扱量の横ばい状態を踏まえた整備を求めている。すなわち築
地以外で重要な役割を担っている足立市場に対し，市場内における「動線の
確保，買保管所の整備」や「ワン・ストップ・ショッピング機能の充実」等
を求あている。また，「大森市場を廃止し，大井市場（仮称）に全面的に移
転統合する」㈹ことも重要な課題となっている。食肉に関しては，「今後と
も食肉市場の建値市場として，食肉の円滑な流通に寄与していくためには，
産地の要望等をよく把握した上で，生体集荷について，一層努力する必要が
ある」とし，今後の整備については，「分場のあり方についても，十分検討
する」としている。この点は，基本的に，第3次のものと変わりはない。
　〔中央卸売市場の新設〕　市場の新設については，大井市場，区部西部地区
市場（杉並・練馬），多摩地区水産市場の3つの設立問題がある。大井市場
については，「第3次整備計画に定められているように，大田区及び品川区
を中心とする地元消費市場機能と，築地・神田両市場の過密解消を図ること
を目的として，青果物，水産物及び花きを取り扱う総合市場として建設す
る」㈱としている。もちろん，大井市場の新設は従来からの重要な整備課題
である。
　区部西部地区市場については，杉並区の通産省機械技術研究所跡地を予定
していたが，これについては，「同跡地では，これまでに調査した方法によっ
ては市場建設は不可能であり，見直しをする」としている。そして，「杉並・
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練馬地区市場の建設計画は，この地域に立地する松原，杉並，練馬の各分場
が，現在の市場規模では集荷力や品ぞろえなどに問題があるため，引き続き
計画化する」としながらも，「新市場建設計画の早期実現が困難な場合には，
当面の対応として，関係業界と十分に協議し，既存分場を整備する」として
いるのである。
　多摩地区水産市場については，多摩地区には4つの民営市場があるが，中
央卸売市場からの買付並びに転送が多く，市場も狭小である等々の理由によ
り，「機能が不十分で，地域の需要に適切に対応することが困難な状況にあ
る」（52）とし，民営市場の整備を求めている。そこでの整備については第3次
と同じく，中央卸売市場を1つ建設することを要請している。
　〔花き中央卸売市場の整備〕　都内に42の民営地方卸売市場があるが，施
設の狭小さ等様々な問題点を抱えていることから，これらの市場を整備統合
して中央卸売市場を建設することが求められている。具体的に，区部に関し
ては，「第3次整備計画に計画されている北足立，大井（仮称），板橋，葛西
の各市場及び花き部，及び世田谷市場の5市場を建設する」としている。世
田谷市場の建設については新たに付け加えられた部分である。多摩地域に関
しては，「多摩地域の地方卸売市場については，区部の地方卸売市場ほど深
刻ではない。したがって，多摩地域の花き中央卸売市場の計画数は，1市場
にとどめる」（53＞としている。すなわち第3次の2市場の建設から1市場の建
設に変更された。
　〔多摩地域の民営地方卸売市場の整備〕　既に，18の青果民営地方卸売市
場が存在している。この内の4市場は大規模市場であり，この地域の青果物
流通の拠点的役割を果たしている。またその他の中小市場もそれぞれ地域の
青果物流通の円滑化を担っている状況にある。しかし，それぞれ問題も抱え
ており，「育成，強化を図る」としている。そして「育成，強化」を図る観
点から（1）～（4）項目を挙げている。すなわち，（1）「流通環境の変化に対応した
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市場機能の向上を図るため，…仲卸業者の増員や物流効率化のための施設整
備を推進する」，②「施設に狭あい化が見られる大規模市場については，隣接
地の取得による施設の拡充を行う。道路整備により市場機能に影響が生ずる
市場については…代替地などに施設の建替えを行う」，（3）「八王子地区につい
ては，既存の2市場を統合することとし，移転又は現市場の抜本的な整備な
どの具体的な統合計画を促進する」，（4）「西多摩地区については，既存の小規
模市場を統合し青果物の安定供給体制を強化することが望ましいが，合併・
統合の方法，買出人や隣接する大規模市場との商圏調整など，解決する課題
が多いため，統合等の是非，新市場の発展の可能性などの検討を進める」と
している。
　また，青果民営地方卸売市場に対する助成として，「青果民営地方卸売市
場を強化，育成し，多摩地域における青果物の円滑な流通を確保するため，…
整備計画に基づき，国が実施する『地方卸売市場施設整備事業実施要領』に
準じた補助事業を行う。補助事業の実施に当たっては，『補助金交付要綱』
を策定し，適正な施設規模の算定基準，補助対象施設の選定など必要な事項
を定める」㈹としている。多摩地域の市場整備については，小規模市場が多
く，その育成，強化を図っているのである。
　卸売市場配置計画
　卸売市場配置計画は「区部」と「多摩地域」に分けられ，述べられている。
　〔区部〕　青果市場に関しては，「集荷力や品ぞろえの十分でない淀橋市場
の松原，杉並，練馬の3分場を整理統合し，杉並・練馬地区に新市場を建設
する。また，大田区及び品川区を中心とする地元消費市場の機能と，築地・
神田両市場の過密解消を図るため，大井市場（仮称）を建設し，荏原市場
（分場を含む）と神田市場を廃止する」（55）とし，2市場を新設し，計10中央
卸売市場の配置を求めている。水産市場については，「大田区及び品川区を
中心とする地元消費市場の機能と築地市場の過密解消を図るために大井市場
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（仮説）を建設し，大森市場を廃止する」とし，1市場を廃止し，新たに1
市場を建設することによって，計3中央卸売市場の配置を求めている。食肉
市場については，「新たな市場の建設を行わず，既存の食肉市場の充実を図
る」としている。花きについては，「現在の民営地方卸売市場の流通実態を
考慮して，5地区に統合するが，用地事情及び花き流通の性格を考慮して，
原則として青果市場に併設する」とし，「北足立，大井（仮称），板橋，葛西
の各市場に花き部を建設するほか，世田谷地区市場を建設し，計5中央卸売
市場を配置する」といしている。
　〔多摩地域〕　青果市場については，「青果民営卸売市場を，青果物流通の
担い手として強化，育成し，南部地区にある中央卸売市場（多摩ニュータウ
ン市場）と相まって，多摩地域の円滑な青果物流通を確保する。八王子地区
については，既存の2地方卸売市場を統合し，1市場とする。西多摩地区に
ついては，当面は既存市場を存置し，統合の是非等を検討する。その他の地
区については，…適切な市場配置となっているため，既存市場を存続する。
　これによって，中央卸売市場1，青果民営地方卸売市場17を配置する。
なお，第3次整備計画で定めた青果民営地方卸売市場の中央卸売市場化計画
はとりやめる」（56）としている。水産物については，「多摩地域の水産物の円
滑な流通を図るため，中央卸売市場を1市場建設する」としている。食肉市
場については，「東京都立川食肉地方卸売市場が十分機能を発揮できるよう
指導していく」とし，花き市場については，「多摩地域の花き地方卸売市場
取扱量や需要人口等を考慮して，中央卸売市場を1市場建設する」（57）と述べ
ている。
　以上のように，本整備計画では，第1項目が「生鮮食料品等の流通の変化
と卸売市場のあり方」というタイトルに変更され，その内容は「卸売市場を
取り巻く環境の変化」と「環境の変化に対応する卸売市場のあり方」に分け
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られ，述べられている。このことは卸売市場を取り巻く環境変化が極めて重
要な問題になってきていることを物語るとともに，市場整備のあり方にも変
更をもたらすことになった。従って本整備計画は第3次整備計画とは大きく
異なったものとなっている。
　まずは，整備全体についてみると，第1次から第3次まで市場の整備が進
んできたことを踏まえ，既設中央卸売市場については，「基幹施設の整備が
おおむね終了している」とし，また新設についても，「基本的には中央卸売
市場を新設する必要は低下している」としている。更にまた地方卸売市場
（多摩地域青果）についても，「中央卸売市場化を図る理由に乏しい」とし，
「第3次整備計画の方針を改め，…活力ある民営卸売市場を最大限活用する
ことを前提として市場配置を考える必要がある」としている。これらの点か
ら考えると，市場整備は一段落したものと思われる。ただし，市場外流通が
進む中で，市場環境の変化に対応した整備，すなわち低温流通に関する施設
整備や輸送・配送に関する施設整備等々については推進する必要があるとし
ている。また築地・神田等都心の大規模市場の整備・移転については引き続
き進めていくとしている。
おわりに
　第1次から第4次にかけての農林（水）産省の「卸売市場整備基本方針」
と東京都の「卸売市場整備計画」についてみてきた。「卸売市場整備基本方
針」における「卸売市場の適正な配置の目標」についてみると，第1次から
第3次までは，同じ表現で，「生鮮食料品等の効率的，安定的な流通が確保
され，かつ，他の卸売市場の機能との連けいを保ちつつそれぞれの機能が十
分発揮されるよう，…次の事項に留意してその適正化を図るものとする」と
している。ただし留意事項に関しては多少の違いはある。
　198　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（358）
　　　　　　　　　東京都卸売市場整備計画についての考察
　第4次では，タイトルが，「卸売市場の配置及び整備の目標」というよう
に変更され，整備という項目が付け加えられた。そして目標の内容について
は，「既設中央卸売市場の整備，地方卸売市場の大型化を基本」とするとし，
その整備等の対象を明確にした。更にまた「今後の経済，財政事情等を勘案
しつつ，…行うものとする」というように，整備等にあたっては，経済，財
政事情等の考慮を求めた。これは無条件の，積極的な整備からの方向転換と
いうことになろう。正に，第4次基本方針はそれまでの基本方針と異なった
ものとなっている。
　他方，東京都の「卸売市場整備計画」における「卸売市場整備計画の基本
方針」（第1次）ないしは「卸売市場整備計画の基本的考え方」（第2次，第
3次）についてみると，生鮮食料品等の円滑な流通の確保のために，中央卸
売市場については，人口動態等の諸条件を考慮した上での「市場の再配置」
あるいは「適正な市場網の確立と市場機能の整備」を求めている。一方，地
方卸売市場については，中央卸売市場の建設を考慮し，必要最小限度の整備
を求めるに留めている。全体的にみると，第3次整備計画までは，積極的な
市場の配置・整備計画が策定されてきているといえる。
　第4次整備計画になると，第3次の「卸売市場整備計画の基本的考え方」
は「生鮮食料品等の流通の変化と卸売市場のあり方」というように変わり，
市場環境の変化が重要な問題になってきたことを示すとともに，それに対応
した整備が求められるようになってきた。そうした中で，第4次の整備全体
についてみると，既設中央卸売市場については，「基幹施設の整備がおおむ
ね終了している」とし，市場の新設についても，「基本的には中央卸売市場
を新設する必要は低下している」としている。他方，地方卸売市場（多摩地
区青果）についても，「中央卸売市場化するという第3次整備計画の方針を
改め，…活力ある民営卸売市場を最大限活用することを前提として市場配置
を考える必要がある」としている。これらのことから既に卸売市場の整備は
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峠を越し，一段落したものと思われる。ただし，市場環境の変化に対応した
整備，例えば低温流通や輸送・配送に関連した施設整備ついては積極的に行
うことが求められている。また築地の整備や大井市場の新設といった一部大
規模整備については依然としてその推進が求められている。とはいえ，第4
次整備計画はそれまでの整備計画とは，明らかに，異なったものとなってい
る。
　以上，「卸売市場整備計画」の動向についてみてきたが，市場外流通が展
開する今日においては，これまでの一連の整備計画に関する評価についての
再検討が求められているのではないだろうか。
　（具体的な市場の整備計画については，参考資料「東京都卸売市場整備計
画」を参照のこと）
　　　　　　　　　　　　　　　　《注》
（1）　「卸売市場整備基本方針」（第1次），農林省，p．1．第1次～第4次までの
　　「卸売市場整備基本方針」については，農林水産省の関連部署から戴いたもの
　　を使用している。なお，（注）に関しては，同一頁から引用した場合には，原則
　　的に，最後の引用箇所に（注）を入れている。ただし，重要と見られる引用箇所
　　に関してはこの限りではない。
（2）　「前掲書」，p．　1．
（3）　「前掲書」，P．2．
（4）　「前掲書」，p．3．
（5）　「前掲書」，pp．　3－4．
（6）　「東京都卸売市場整備計画」（第1次），東京都，p．1．第1次～第4次までの
　　「東京都卸売市場整備計画」については，東京都の関連部署から戴いたものを
　　使用している。
（7）　「前掲書」，p2．
（8）　「前掲書」，pp．2－3．
（9）　「東京都卸売市場整備計画（花き）」（第1次），東京都，p．　1．
（10）　「東京都卸売市場整備計画」（第1次），p．18．
（11）　「東京都卸売市場整備計画（花き）」（第1次），東京都，p．　6．
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参考資料　東京都卸売市場整備計画（第1次）
　　　　　卸売市場　 配置計画
流通圏 整　　　　　　　　　備　　　方　　針 競市場
青　水
趨ｶ肉
食
?? 当　該　流　通　圏
?@存　市　場　名 市　場　の　　　　整備計画 断
?????難指定の
L　　無
備　　　　　　　考
1　東京都中央卸売市場築地市場 中央卸売市場整　　　備計画による 中青・ 55
2　　　　　　〃　　　神田市場 ? ? ? 〃
5　　　　　　〃　　　足立市場 ? ? ? 〃
4　　　　　　〃　　　荏原市場 〃 ? 青 ?
5　　　〃　　　　”　　蒲田分場 〃 〃 ? ?
6　　　”　　　　”　　世田谷分場
V　　　”　　　　〃　　調布分場
W　　　〃　　　　〃　　玉川分場
廃止　〃
p止　世田谷市　　　場の新段
p止
4 ? 〃
?????????????
　　　　　　　　　　　　　　匿X 〃 　〃　　大森分場 中央卸売市場整　　　欝計画による ? 水 ?
10　　　　　　”　　　食肉市場 ? ? 食 〃
25
¶1　　　　　　”　　　江東市場 ? ? 青 ?
て2　　　〃　　　　〃　　葛飾分場
P5　　　〃　　　　　〃　　小松川分場
P4　　　”　　　　〃　　小岩分場
廃止　〃
p止　　（仮称）　　　新江東市場新設
p止
? ? ?
○
15　　　　　　”　　　豊島市場 中央卸売市場整　　　備計画にょる ? ? 〃
16　　　〃　　　　”　　王子分場
P7　　　〃　　　　　〃　　板橋分場
廃止　〃 ? ? ?
18　　　　　　〃　　　淀橋市場 中央卸売市場整　　　備計画にょる 7 ? ?
19　　　”　　　　”　　松原分場
Q0　　　〃　　　　〃　　杉並分場
Q1　　　〃　　　　〃　　練馬分場
廃止　〃
@　　（仮称）　　　杉並・純罵市場の廃止　　　新　設
p止
?
〃 〃
22　（仮称大井新市場） 中央卸売市場整　　　備計画による 〃　青・水 ?
25　（仮称北足立市場）　　　　　　　　　　　　　　　　　1 ? ? ? ?
???????????????
卜a
（???
1－（2）
流通圏 整　　　　　　備　　　方　　　針
青水 ??
?? 当　該　流　通　圏
?@存　市　場　名 市　場　の　　　　整．鏡　計　画 鴎
?????鵬鰹
w定のL
備　　　　　　　考
@　　　　　　　　　「
24　東京葛西青果市場 中央卸売市場の　　　整備完了まで存置 民． 青 55
25　東京小松川青果市場 ? 〃 ? 〃
26丸京青果市場’ ? 7 ? ?
27　草加山柏青果市場 ? 〃 ? ?
28　大喜青果市場 ? ? 〃 ?
29　東京伊輿青果市塀 〃 〃 〃 ?
30　保木間青果市場 ? 〃 ? ?
51　東京西新井青果市場 ? 〃 ? ?
52　舎人青果市場 ? ? ? ?
55　江北青果市場 ? ? ? ?
54　大泉詔同市場 ? 〃 〃 ?
25
55　吉川青果市場 ? ? ? 〃
36　西武青果総合食品市場 ? ? ? 〃．
23???????????????????????????
57　渋谷宮益脅果市場 廃　止 東京都中央餌廃市場世田谷市場に吸収
58　東京南部青果市場 廃　止 ?
59　中央青果市場鳥山営業所 摩止 中央青果市場本店に吸収
40　丸仙青果市場給田支鷹 中央卸売市場の　　　整備完了まで存置 民 脅 55
41　丸仙青果市場経堂支店 ? ’〃 〃 ?
｝
42　丸田世田谷青果市場 廃　止 東京都中央職場世田谷市場に吸叡
43　大近印目黒青果市場 中央卸亮市場の　　　整備完了まで存置 民 骨 55
44　都南青果市場 廃　止 東京都欄暢世国谷市場に吸収
45大井青果市場 中央卸売市揚の　　．整備完了まで存置 民 ? 55
46　東京奥戸青果市場 廃　止 廃　叢
???
?????????
（?????
卜0W
1－（3）
流通圏 整　　　　　　　　　備　　　　方　　　　針
?．? ???? 当　該　流　通　圏
?@存　市　場　名 市　場　の　　　　整　備　計　画 断
?????艘醐
w定の
L　無
備　　　　　　　　考
1　五B市青果市堵 中央卸売市場の　　　　蓬備完了まで葎置 民
? 55
2　宵梅青果市場 ? ? ? ?
5　福生青果市場 ? ? ? ?
4　瑞穂青果市場 ? ? ? ?
5　武蔵青果本店市場
U　　　〃　日野支店
　　〃p鷺霧翻　　移転飴） ? ? 〃
7　丸共青果市場 中央卸売市場の　　　　整備完了まで存置 ? ? 〃
8　町田青果市場 ? ? ? 〃
9　東印本店市場 ? ? ? ?「ー?
伯　　〃府中支店 廃止 一汐」の鎌，
?????????????????????????????
26
????
て1　立川青果市場 中央卸売市場の　　　　整備完了まで存置 民 青 55
12　丸西青果市場 ? ? ? ? o
15　清瀬共同青果市場 〃 〃 〃 ?
14　銀泉清瀬市場 廃止 廃　粟
15　吉川青果市場 中央卸売市場の　　　　整惰完了まで存置 民
? 55
16　保谷青果市場 ?
? ? ?
17　丸新城西青果市場 ? 〃 ? 〃
18　東京多摩　　市場本店 ? ? ? ?
19　東京多摩青果市場立川支店
Q0　　　　　〃　　　府中支店
Q1　　　　”　　　中央支店
Q2　　　　　〃　　　調布支店
東京多摩青果　　　　市場国立支店
i市暢施設の　　　　移転統合）
? ? ?
25　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　ゴヒ部支店 中央卸売市場の　　　整備完了まで存置 ? ? ?
???????????????
bo??
（?。??）
1－（4）
流通圏 整　　　　　　　　傭　　　方　　　針???????? 当　該　流　通　圏
?@存　市　場　名 市場の　　　　　整備計画 断
?????
億廃市場
助薯閧ﾌ
L　無
備　　　　　　考
24　東京多摩青果市場日野支店 中央卸売市場の　　　整備完了まで存置 民
? 55
25　中央青果本店市場 廃　止 調布営業所に吸収
26　　　〃　府中営業所 申央卸売市場の　　　整備完了まで存置 民
? 55
2ア・　　　〃　調布営業所 〃 ? ? ?
28　　　　〃　田無営業所 ? ? ? ?
29　丸上青果市場 ? ? ? ?
30　丸仙青果武蔵野支店 廃　止 鵡野総合食品市場の馳二変更
31　南部青果市場狛江支店 ゐ’ 東京都［訣既市塀世田谷市場に吸収
32　八王子魚市場 中央卸亮市場の　　　整備完了まで存置 民
? 55 市場施段移転
?????????????????????????????
26
????
53享川食肉市場 鎚点市場として　　　・整硝 ? 食 ?
34　三多摩総合食品市場 中．央卸売市場の　　　整備完了まで存置 ? 青・水@食
? ?
55　花小金井総合卸売市場 ? ? 〃 ?
酪　　大東京総合卸亮センター ? ? ? ?
57　武蔵野総合食品市場　　　　一 ? ? ? ?
58　武蔵野総合卸売市場 ? ? ? ?
・・嫉離騒野醐（仮榊 中央卸売市場　　　　整備計画による ? 青 ?
・・舞茎鷺膨幕蔚（仮称） ? ? ? ?
・・醗騨騒売醐（励） ? 〃　青・水 ?
・2繍齢鋼売醐㈱） ? ? 青 ?
oo????????
（??）
??
（花き）
1－（5）
読画圏
?
京
都
全
域
???
?
都
全
区
域
当該流亜薗麗存．市鵬
????????????????
??
?．?
東京山守糀市場
大久係生花志島
飯田掩生菰帝角
池衷主花布場
扱橋生花市鋤
涌郡図茨市場
東蒙生花布腸
音山生花布均
自宙ヶ丘生赫賜
蘭部園芸市場
武蔵野生淋助
多簿生花頻筋
立川生花市場
’＼王子蛇市場
巻憲鴨綜
竪墾魏欝
大栗京困芸市場
日観東京thgfSls
狗布場
荻窪．繧隊市紬
梁京蘭葉
整備方針
繍詐分
当分の間
は、原飼
として既
　市湯の
蜘℃よ
t）行ら。
1
????????
胞さ 螂
??????
0
備考
5
公設市場
m’
唐普c藍iて
ついでは
’切な時
　に行た
b；とと
∫る．
亜圏
哲乙置
ﾊ置
当読樋蟹飾場名
　整痛
R場の
ｮ備計画
?　　　針
E・鞭
?????????????
??棘種物卸亮市場
ｶ鯨擁物
当分の間
ﾍ、厘則
ﾆして既
????????
??【 ?
公設市場
ﾌ誠置に
ﾂいては
輕 欝竃華弄 設市場の@鞘によ
盈切な時
冾ﾉ行な? ?
侭 武蔵畜扱圃芸Zンター
ツ行う。 ．うごとと
ｷる．
? ?
?
都
?
??
? ?
? ?
?
域
???????????????
bσ??
（???）
2－（1）
東京都卸売市場整備計画（第2次）
卸　売　市　場 配　置　計　画
滅通．囲 整　　　　　　　薗　　　方　　　針
霧水食
ﾊ奮・ｨ　肉
?
配「 ??? 当　　該　　流　　通　　囲
?@　存　　市　　租　　名 布場o監億　　　　　計画 区分
取扱
i目
整鈎
¥定N度
卸売布場
ｮ儲地区
w建oh　　無
靖　　　　　　　　　考
1翼双翻中央卸売市麺築地市場 中央卸亮電場整億計薩に工る
?
青・水 51、U0
2　　　σ　　　神田市場 」 ?
? ?
5　　　”．　　　足立市場 青県部屍止　　8 ?
?
’
中英卸売市場整億計薗に二る
剌ﾌ｝北足立市場新設
? 官・花 ? 足立市場青果部移転
4　　　　ワ　　　　食肉市場 中央釦売市掲整備翫百による 」 食肉 ?
5　　　　”　　　　板貫市場 ? ? 青・拓 ’
6　　　　”　　　　丑島市場 ’　　　　　　　． 躍
? ?
7　　　　β　　　　世田谷市場 ? ?
? ?
　区
@部
@礁
@通
@囲
iぬ9
25
???8　　　　〃　　　　江東市場
X　　　　”　　　　　’　葛飾分場
P0　　　β　　　　5小桧川分場
P1　　　　摩　　　　　ひ　小岩分場
廃止
p止
p止 中央卸売市職備計　　　面による．剌ﾌ斯江東市場新　　設
’ 青・範 ? ?
　中央卸売市場整傭計画では青果、花きを
e々1市場として整傭ナることとなつてい
驍ｪ、52年3月に用地取得が見込まれた
ｽめ総合市場とした。
12　　　　”　　　　淀橋市場 中央卸発市服傭緬による 「
?
8
絡　　　　鯉　　　　　’　桧原分場
ﾔ　　　　館　　　　　r　杉並分場
P5　　　　μ　　　　　’　練馬分場
屍止　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
@　　中央卸売市粗監備計　　　酉に‘る。趾　　　（仮称〕杉並・隷馬市　　　鯛断設
「 ? 56、U0
16　　　　醒　　　大森市場
P7　　　　9　　　荏原市場
P8　　　　御　　　　　’　環田分場
屍止
〃
???
〃
19票京葛西實果地方卸売市場 昆
? 5竃～U0
G◎???。??
（???）
トっW
2－（2）
流遜闘 競　　　　　　　卿　　　肘　　　画
青　食
ﾊ産ｨ物自?
配置
ﾊ置
当　　該　　確　　通　　圏
?@　存　　布　　場　　名 市場o整備　　　　　計面 区分
取抜
普A
整傭
¥定’
E年度
卸売市省
ﾄ備地区
w』．定の
L　　無
傭　　　　　　　考
20鯨千住丸京青果地方節売市場 中央卸売市葛の整薦完了ま・で　　存置 民
? 5書陶
U0
21棄京都千住山拍青果地方卸売市携 ? 「 8 「
22累京伊興青果地方旬売市場 ? ? ? ?
25棘獺猷腺肪統市場 ? 7 ? ?
24東窟葛世田谷給田九仙胃緊地方旬発市椙 ? ? ? f’
25東京秘置田谷匪盈丸値青果地方卸売市掲 「 「 ? ?
26票京小松川窟果地方釦売市場 廃止 51年胡東京墨田脅果（株）に合併
25
???27　畝蝕砒麺茄場 中央夘亮市場の並備完了まで　　存邑 民 花 51働U0． 無
28池袋生死地方卸売市柵 ? ， 」 ?
　区
@部
@流
@通
@圏
im1）
29累京生薇地方卸発市場 8 8 9 「
50東京箱き西部地方卸売市場 ? ? ? 「
馴駒込生花地方卸亮市場 ? 「 ? ?
52新宿生琵地方卸売宙場 「 「 ? 「
55夏京出手生花地方犀亮市描 8 「 」 「
54粟京都大東京園芸垣方卸亮市場 8 ? ? 「
55宮地生花地方卸売市塘 ? ．’ 8 8
56王子生花地方旬売市場 ? ? 5 ?
57坂本生花地方釦売市場 」 ? 「 「
58下谷生荏地方卸売毒旭 ? 」 」 「
1
59千住生花地方旬売市場 ? ? 7． ?
40東印向島生花地方旬売市掲 ? ’ ? ?
駒一
???????????????
bo??
（??）
2－（3）
流通圏
　　　　　．ｮ　　　　　　億　　　方　　　針
青水
配置
ﾊ置
当　該　流　逝　囲
?@　存　　市　　場　　名
卸売市場
ｮ億地区
?閧ﾌ
L　　無
幻　　　　　　　　　考
果童
ｨ物
? 市場o整備　　　　　計面 区分
取扱
i巨
整傭
¥定N度
41東京都薮副園芸地方卸売市場 中央卸売市魯の整備完了まで　　存置 民 死 51～U0
　埴方卸売市場42　　日観東京西邸橿物市場 ? ? ? ?
45聚京都足立花き地方卸売布椙 「 σ 「
?
44カントー園慶地方卿売市場 「
「 「 ?
45両国生琵地方卸売市場 ?
「 ? 「
46亀戸生花嬉方駆売市樋 ?
?
」
?
47上野生祷地方釦売市場 8
? o ’
48浅草措生花地方卸亮市場 ?
「 ? ?
49芝生秘色方卸売市場 8
「 ? ?
?????????????????
50大森圃芸地方釦売市場 」
「 ? ? 無
25
????
51京浜生花地方卸売市場 9
? ? 「
52騨生葎賄方諏売市楊 ?
? ? ?
55氷jl腔花地方卸売市場 ?
? ? ’
54幡ケ谷生花地方卸売市場 8
「 4 「
55青山生花地方卸亮市場 ?
「 ? ?
56　自由ケ丘生花地方卸売市場 「
? 8 ，
・・皆綴奮翼獅場 ? 9 8 「
58東京回葉地方卸亮市場 ?
? 」 」
59礪京檀物地方卸亮応場 ?
? ? ’
60薫京花き南部地方釦亮市場 ?
? ? ?
61東京図芸地方卸売市場 廃集 50年1。月廃渠
oo????????
（??）
??
2－（4）
流通囲 整　　　　　　　備　　　方　　　針
水食
ｨ肉
?
配匿
ﾊ置
当　　骸　　薩　　通　　圏
?@　存　　市　　場　　名 市場o整傭　　　　　　計画 区分
取扱
i目
整傭
¥定N度
卸売市楊
ｮ備地区
w定oL　　無
傭　　　　　　　　　考
1東京都青梅青果地方卸売市場 申央卸亮市場の整備完了まで　　　　存置 民 構 51陶U0
2東京都福生密果地方卸発市携 ? ? ’ ?
5東京棚穏青果地方卸売市扇 ．「 ? ? ?
4東京穆入王子武競晋果地方卸亮市場 ? ?
? ?
5鯨都八王子丸共青果地方卸売市掛
　　　　　．
ﾏ ’ ? 5
6鯨都町田黙果地方卸売市場 ? 8 ? ?
7東京都鯨密果昭醜方卸亮市場 ? ’ ? 8
8東寡都立川冑果地方卸売市場 8 躍
「 ?
9鯨葛寮椒丸西青果地方釦売市場 ?
? 「 ?
無
26
???
佃東京繍瀬協同青県地方釦亮市場 ，
? 8 ?
胴東京都漕激青川青果地方卸売宿場 9 8
? ?
　三
@多
@摩
@流
@通
@囲
i旭2）
で2東駅笹小平丸新城西青果地方知売市場 ?
? 5 8
樋冤耳租三鷹地方卸ヲ肺場 ? ワ
「 ?
14　棘姻蜘餌獅場 ? 8 7
?
15東京都東久留米地方卸亮市場 ? 8
? ?
村． 16東京都日野地方卸発市場 」 」 8
?
17東京都調布中央青果地方卸売市場 「 ? 「 「
18東京都府中中央青果地方邸売市場 ? ’ ? 7
て9東京都田無中央青果地方卸亮市場 ?
? ? ?
20東駅鰯中丸上青果地方卸売市場 ?
? 1 ?
21東京都八王子魚布場地方卸売市場 「
? ? ?
???????????????
卜Q|
（??）
2－（5）
況通囲 藍　　　　　　　　傭　　　方　　　　針
水食
ｨ肉
?
配置
ﾊ置
当　　該　　薩　　通　　圏
?@　存　　市　　場　　名 市場り整傭　　　　　　　　爵画 区分
取扱
i目
整備
¥定N度
釦売認鵜
ﾀ億地区
w定の
L　　無
備　　　　　　　　　考
22東京東久窟米水産地方釦売布構 中央卸亮市鳩の整億完了まで存　　　　置 民
? 51陶U0
25府中大夏京青果水産地方卸売毒場 「
? 水・青 「
24東京部調布水童青泉地方釦亮市場 「
「 ? 「
25　東京制lljヒ肉地方質1ヨ盛マb籍 地方卸売布場として存読
? 食肉
26痕久留米園装地方卸売市場 中央釦売市場o盛傭完了まで存　　　　置 民 花 51、U0
・7巖魏甥一 ? ? ? ?
28　氏コ霞蟹｝生刃宅翻i方曳コ売市場 ?
? 「 ?
29多摩生花地方旬売市場 」
? 8 7
50立JI陀花地方卸売市場 」
? ? ?
??????????????????????????
51八王子生磯方卸売市堵 7
? 「 ? 無
26
@市
@5
@町
@1
???）
中央卸売市場整傭計iによる
@　三多岸殖区水産市場新設
? ? ? 当咳流通囲内o地方卸亮市場の統合整鳳可
¥なかぎリ青果市葛を含め竃総合市場とする
中央卸売市栃整傭計面による
@（仮琢》多摩昌・」一タウン費果　　　　　市場新設
? ? ? 当該流通麗内の地方卸売市場の統含整備
中央卸売市場整傭計面に工る
@　多摩東部青果市翁新設
「
「 56～U0
?
中央卸売市場整億翫画による
@　多摩中耶實果市梅新殴
? ? 55～U0
?
中央知亮畜場整傭計薗に工る
@　多摩西部青果布場新綬
」 ? 51、U0
?
中央卸亮市揖聲傭計西による
@　多瘍東競き・布棚椴
? 花 58、U0 当該流通囲内の地方卸禿市楊の統合監鳳可¥なかぎり青果市梅に併段ナる．
中央釦充市場整億計画に工る
@　多厚西部花き市場新設
? 「 57～U0
?
oo?????????
（??）
卜o??
3－（1）
東京都卸売市場整備計画（第3次）
　　　卸売市場配置計画
流通圏 整　　　　備　　　　方　　　　　針
青水ﾊ産ｨ物
食花
?ｫ
????
当　該　流　通　圏
?@存　市　場　名 市　場　の　整　備　計　　　画 区分 取扱品目
整備予
阡N度
卸売市場
ｮ備地区
w定の
L　　無
備　　　　　考
1　東京都中央卸売市場策地市場 中央卸発市場整傭計画による
?
青・水 56～65
2　　　　〃　　　　神田市場 廃止中央卸発市場騒備計画に　　よる@　　大井市場（仮称）新設 〃 膏・水・花 〃
3　　　　〃　　　　江東市場
4　　　　〃　　　　　〃葛飾分場
5　　　　〃　　　　　〃小松川分場
廃止
p止
p止
p止
中央卸充市場肇備計画に　　　よる
V江東市場（仮称）新設
〃 青・花 〃
6　　　　〃　　　　　〃小岩分場
7　　　　〃　　　　荏原市場
8　　　　〃　　　　〃蒲田分場
寡1｝罵驚驚よる 〃 青・水・花 〃
無
?????????????????
23
???9　　　　〃　　　　豊島市場 中央卸売市場整傭計画による 〃 青 〃
10　　　〃　　　　淀橋市場 〃 〃 〃 〃
11　　　　〃　　　　　〃松原分場
12　　　　〃　　　　　〃杉並分場
廃止
@　　中央卸亮市場整備計画に　　　よる
p止
@　　杉並・練馬地区市場新設
p止
〃 〃 〃
13　　　　〃　　　　　〃練馬分場
14　　　　〃　　　　　足立市場 中央卸亮市場整備計画による 〃
?
〃
15　　　〃　　　　食肉市場 　　　　　〃舶ｪ肉分場（仮称）新設 〃 食申 〃
16　　　　〃　　　　大森市場 廃止　中央卸売市場整備計画に　　　よる@　　大井市場（仮称）新設 〃 青・水・花 〃
17　　　　〃　　　　板橋市場 中央卸売市場整備計画による ” 青・花 〃
18　　　　〃　　　　世田谷市場 〃 〃 一　青 〃
19　　　　〃　　　　　北足立市場 〃 〃 膏・花 〃
??????????????
卜○
（??）
3－（2）
流通圏 整　　　　爾　　　　方　　　　　針
??? 花「
ｫ
????
当　　該　　流　　通　　圏
?@存　市　場　名 市場の整．備計　　画 区分
取扱
i目
整備予
阡N度
卸売市場
ｮ備地区
w定の
L　　無
備　　　　　　　考
20　東泉千住山柏青果地方卸売市場
民
?
21　東京伊興青果地方卸亮市場
存置
22　東京練罵西武青果地方卸売市場
61～65 無
23　東京都世田谷経堂丸仙膏菓地方卸発市場
中央卸売市場への統合促　　進を図る 民
?
24　大久保生花地方卸売市場
25　池袋生花地方卸売市場
26　東京生花地方卸売市場
27　東京花き西部地方卸売市場
28　駒込生花地方卸売市場
?????????????????????
23
???29　新宿生花地方卸発市場 民 花 58ト65 無
30　東京山手生花地方卸売市場
中央卸売市場壁億計画に　　よる
V設市場への統合促進を　　図る
@　板橋市場
@　北足立市場
@　新江東市場（仮称）
@　大井市場（仮称）
31東京都大東京園芸地方卸売市場
32　宮地生花地方卸売市場
33　王子生花地方卸亮市場
34　坂本生花地方卸売市場
35下谷生花地方卸売市場
35千住生花地方卸売市場
37　東印向島生花地方卸売市場
38　粟京都荻窟園芸地方卸亮市場
39瞥覆魏墨値物醐
◎◎????????
（??）
??
3－（3）
旅通圏 憂　　　　備　　　　　方　　　　．針
???
物
????
????
当　該　流　通　圏
?@存　市　場　名 市場の整備計　　　画 区分 取振i彊
整備予
阡N度
卸売市場
ｮ備地区
w定の
L　　無
傭　　　　　　　　考
40東京都足立花き地方卸亮市場
41　カントー園芸地方卸亮市場．　　　　　　　　　　　乙
　　　　　　「S2両国生花地方卸発市場
43亀戸生花地方卸亮市場
44　上野生花地方卸売市場
45　浅草橋生花地方卸売市場
46芝生花地方卸売市場
47　大森園芸地方卸売市場 民・ 花 5B～65 無
?????????????????
23
???48　京浜生花地方卸売市場
中央卸売市場整備計画に　　よる
V設市場への続合促進を　　図る
@　板橋市場
@　北足立市場
@　新江東市場（仮称）
@　大井市場（仮称）
　　　　　　　　　　　　　　　　　．S9都立園芸生花地方卸売市場
50　氷川生花地方卸売市場
51幡ケ谷生花地方卸売市場
52青山生花地方卸売市場
53　自由ケ丘生花地方卸発市場
　　地方卸売市場54　　日観東京中央植物市場
55　東京窩葉地方卸売市場
56　東京植物地方卸亮市場
57　東京花き南部地方卸売市場
58　京橋生花地方卸発市場
59　江戸川園芸地方卸売市場 ﹇
?????????????
??
（?。?）
3－　（4）
流通圏 整　　　　備　　　　方　　　　　針．
????
????
当　該　流　通　圏
?@存　市　場　名 市場の整備計　　　画 区分
取扱
i目
整備予
阡N度
卸売市場
｣備地区
w定の
L　　無
備　　　　　　　考
1　東京都青梅青果地方卸売市場
2　東京都福生青果地方卸亮市場
3　東京都瑞穂青果地方卸売市場
4　東京都八王子北野地方卸亮市場
5　東京都八王子片倉地方卸売市場
6　東京都町田青果地方卸亮市場
7　東京都東京青果昭島地方卸充市場
8　東京都立川青果地方卸発市場 民 青 56－65 無　　1
?????????????????????
26
????
9　東京都東村山丸西青果地方卸売市場
層中央卸売市場整備計画に　　よる
V設市場への続合促進を　　図る
@多摩ニュータウン市場　　　（仮称）
@多摩東部地区市場
@多摩西部地区市場
@多摩中部地区市場
10　東京都清纈協同青異地方卸売市場
11　東京都溝瀬吉川青果地方卸亮市場
12東京都小平丸新城西青果地方印売市場
13　東京都三鷹地方卸亮市場
14　東京都国立地方卸発市場
15東京都東久留米地方卸充市場
16　東京都日野地方卸発市場
17東京都調布中央青果地方卸売市場
18　東京都府中中央青果地方卸発市場
19　東京都田無中央青果地方卸売市場
20　東京都府中丸上青果地方卸発市場
???????。??????
（??） 3－（5）
流通圏 整　　　　備　　　　方　　　　　針
物
購食花
@物肉
?
????
当　該　流　通　圏
?@存　市　場　名 市場の整備計　　画 区分
取扱
i目
整備予
阡N度
卸売市場
ｮ備地区
w定の
L　　無
備　　　　　　　考
21　東京都八王子魚市場地方卸亮市場
22東京都東久留米水産地方卸売市場
?
多摩地区水産市場については，可能な
ｩぎり晋果市場に併綬する。
23府中大東京青果水産地方卸売市場
中央卸売市場登備計画に　　よる
V設市場への統合促進を　図る
@　多摩地区水産市場
61～65 無
24　東京都調布水産青果地方卸発市場
青・水
25　東京都立川食肉埴方卸売市場 存置 民 食
?????????????
26
????
26東久留米園芸地方即売市場
　　東京都地方卸発市場27　　武蔵高級園芸センタ｝
28　武蔵野生花地方卸亮市場
中央卸亮市場肇備計画に　　よる
V設市場への統合促進を　　図る
@　多摩東部地区市場
@　多摩西部地区市場
花 61－65 無
29　多摩生花地方卸亮市場
30立川生花地方卸売市場
31八王子生花地方卸売市場
???????????????
卜o
卜○???
（?????
4－（1） 卸
東京都卸売市場整備計画（第4次）
売　　市　　場 配　　置　　計
?
流　通　圏 整　　　　　備　　　　　方　　　　　針
?????? ?
????
当　該　　流　　通　　圏
?@存　市　場　名 市　場　の　整　　爾　計　画 区分
取　扱
i　目
整擶予
阡N度
卸売市場
ｮ備地区
w定の
L　　無
備　　　　　　考
1東京都中央卸売市場築地市場 存区し、基幹的市場とし　て整備する・ 中 脅・水 無
2　　　　〃　　　神田市場‘ 青・水・花
61～70
@年度
3　　　　．〃　　　荏原市場
廃止
p止　大井市場（仮称）　新設
p止4　　　　〃　　　　　〃　蒲田分場
5　　　　〃　　　豊島市場 存置し、整備する。
?
6　　　　〃　　　　淀橋市場 存置し、整備する。
7　　　　〃　　　　　〃　松原分場
8　　　　〃　　　　　〃　杉並分場
廃止
p止　杉並・練馬地区市　場新設
p止
????，??23
??????
9　　　　〃　　　　　〃　練馬分場
10　　　　〃　　　足立市場 存置し、整備する。
?
11　　　　〃　　　食肉市場 存置し、整備する。 食肉
12　　　　〃　　　　　〃　分場 存置し、整備する。
13　　　　〃　　　大森市場 廃止　大井市場（仮称）　新設 青。水・花
14　　　　〃　　　板橋市場 存置し、整備する。 青
15　　　　　〃　　　　世田谷市場 存置し、整備する。
16　　　　〃　　　　北足立市場 存置し、整備する。
17　　　　〃　　多摩ニュータウン市場・ 存置し、整備する。
18　　　　〃　　　葛西市場 存置し、整傭する。
??
??????????
（??）
??
4－（2）
流　通　圏 整　　　　　備　　　　　方　　　　　針
???????
????
当　該　　流　　通　　圏
?@存　市　場　名 市　場　の　整　　儲　計　画 区分
取　扱
i　　目
整備予
阡N度
卸売市場
ｮ備地区
w定の．有　　無 備　　　　　考
19東京千住山柏青果地方卸売市場 存置 民 青 無
20　東京伊興青果地方卸亮市場 存置
21東京練馬西部青果地方卸売市場 存置
22東京都世田谷経堂丸仙青果地方卸売市場 存置
23　下谷生花地方卸売市場 中 花
24　宮地生花地方卸売市場
61～70
@年度
25東京都足立花き地方卸亮市場
26干住生花地方卸発市場
新設市場への統合を図る。
@北足立市場
@大井市場〔仮称）
ﾂ橋市場
@葛西市場
｢田谷地区市場
??????????????????????
23
??????
27　カントー園芸地方卸売市場・
28東京山手生花地方卸売市場
29新宿生花地方卸亮市場
30　幡ケ谷生花地方卸売市場
31芝生花地方卸売市場
32大森園芸地方卸売市場
33京浜生花地方卸売市場
34都立園芸生花地方卸売市場
35氷川生花地方卸発市場
36東京花き南部地方卸発市場
???????????????
bQ?
（?。?。??
4－（3）
流　通　圏 整　　　　　備　　　　　方　　　　　針
???????
????
当　該　　流　　通　　圏
?@存　市　場　名 市　場　の　整　　傭　計　画 区分 取　扱
i　　目
整備予
阡N度
卸売市場
ｮ備地区
w定の
L　　無
備　　　　　　考
37王子生花地方卸売市場 中 花 無
38大久保生花地方卸禿市場
61～70
@年度
39池袋生花地方卸売市場
40　駒込生花地方卸尭市場
新設市場への統合を図る。
@　　　，北足立市場
蛻芬s場（仮称）
ﾂ橋市場
巨ｼ市場
｢田谷地区市場
41東京花き西部地方卸売市場
42地方卸禿市場西部取引場
43東京都大東京園芸地方卸売市場
44浅草橋生花地方卸売市場
45坂本生花地方卸売市場
46京橋生花地方卸亮市場
23
??????
47両国生花地方卸売市場
48亀戸生花地方卸売市場
49上野生花地方卸売市場
50　江戸川生花地方卸売市場
51江戸川園芸地方卸売市場
52東京生花地方卸売市場
53　青山生花地方卸売市場
54　目由ケ丘生花地方卸売市場
55　東京郡荻窪園芸地方卸売市場
56東京蘭葉地方卸禿市場
57　東京植物地方卸売市場
58地方卸売市場中央取引場
oo????????
（??。?）
??
4－（4）
流　通　麗 整　　　　　　備　　　　　方　　　　　針
???????
????
当　該　　流　通　　圏
?@　存　　市　場　　名 市　場　の　整　　備　計　画 区分
取　　扱
i　　目
整備予
阡N度
卸売市場
ｮ備地区
w定の
L　　無
備　　　　　　考
59東京都青梅青果地方卸売市場 存置 民 青
?
60　東京都福生青果地方卸売市場 存置
61～70
@年度
61東京都瑞穂青果地方卸売市場 存置
62　東京都八王子北野青果地方卸売市場
63　東京都八王子片倉青果地方卸売市場
統合
64　東京都東京青果昭島地方卸禿市場 存置
65東京都立川青果地方卸売市場 存置
65東京都東村山丸西青果地方卸売市場 存置
67東京都清瀬協同脅果地方卸売市場 存置
58　東京都清瀬吉川青果地方卸売市場 存置
23
??????
69東京都小平丸新城西脅果地方卸売市場 存置
70　東京都三鷹地方卸売市場 存置
71東京都国立地方卸売市場 存置
72東京都東久留米地方卸売市場 存置
73東京都調布中央青果地方卸売市場 存置
74　東京都田無中央青果地方卸売市場 存置
75東京都八王子魚市場地方卸売市場 新設中央卸売市場への統　合を図る。
@多摩地区市場
? ?
76　東京都東久留米水産地方卸売市場
77府中大東京青果水産地方卸売市場
水産物部は新設中央卸売　市場への統合を図る。
@多摩地区市場
p果部は存躍78　東京都謂布水産青果地方卸売市場
?
脊
79　東京都立川食肉地方卸売市場 存置 食肉
???????????????
　　　4－（5）?
bO
流　通　圏 整　　　　　　備　　　　　方　　　　　針
???????
????
当　該　　流　通　　圏
?@存　市　場　名 市　場　の　整　　．備　計　画 区分 取　　扱
i　　目
整備予
阡N度
卸売市場
ｮ備地区
w定の
L　　無
備　　　　　考
80　東久留米園芸地方卸売市場 中 花 ?
81露離自園轟醜号簾
新投市場への統合を図る。
ｽ摩地区市場
51～70
@年度????23??????
82　武蔵野生花地方卸亮市場
83　多摩生花地方卸売市場
84　立川生花地方卸売市場
．35八王子生花地方卸売市場
oo????????
（????
